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少
年
時
代
の
経
験
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
中
唐
の
韓
愈
（
768－

824
）
は
、
都
長
安

に
生
ま
れ
、
三
歳
の
時
に
父
を
亡
く
し
て
か
ら
は
洛
陽
で
喪
に
服
し
、
七
歳
頃
長
兄
の
韓
会
に
付
い
て
長
安
に
戻
る
な
ど
、
京
洛
で
幼

少
期
を
送
っ
た
。
と
こ
ろ
が
大
暦
十
二
年
四
月
、
韓
愈
十
歳
の
時
、
彼
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
変
す
る
。
韓
会
が
宰
相
元
載
の
事
件
に

連
座
し
て
韶
州
に
貶
謫
さ
れ
、
韓
愈
も
兄
に
随
い
遠
く
嶺
南
に
下
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
韶
州
で
は
二
、
三
年
過
ご
し
、
兄
が

亡
く
な
る
と
兄
嫁
と
共
に
河
陽
の
故
里
に
戻
っ
た
が
、
程
な
く
し
て
今
度
は
建
中
の
乱
に
遭
い
、
一
家
は
再
び
南
下
、
宣
州
に
身
を
寄

せ
る
。
韓
愈
は
宣
州
で
四
、
五
年
生
活
し
た
後
、
十
九
歳
で
科
挙
の
た
め
上
京
し
た
。
こ
の
よ
う
に
再
三
に
わ
た
る
南
北
の
移
動
生
活

は
、
少
年
韓
愈
に
極
め
て
惨
烈
な
記
憶
を
残
し
た
。
韓
愈
三
十
歳
の
作
「
復
志
賦（
１
）」
で
は
、
当
時
を
振
り
返
り
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

昔
余
之
既
有
知
兮
、
誠
坎
軻
而
艱
難
。
當
歲
行
之
未
復
兮
、
從
伯
氏
以
南
遷
。
凌
大
江
之
驚
波
兮
、
過
洞
庭
之
漫
漫
。
至
曲
江
而

乃
息
兮
、
逾
南
紀
之
連
山
。
嗟
日
月
其
幾
何
兮
、
攜
孤
嫠
而
北
旋
。
値
中
原
之
有
事
兮
、
將
就
食
於
江
之
南
。
始
專
專
於
講
習
兮
、

非
古
訓
爲
無
所
用
其
心
。
窺
前
靈
之
逸
迹
兮
、
超
孤
舉
而
幽
尋
。
既
識
路
又
疾
驅
兮
、
孰
知
余
力
之
不
任
。
考
古
人
之
所
佩
兮
、

閲
時
俗
之
所
服
。
忽
忘
身
之
不
肖
兮
、
謂
青
紫
其
可
拾
。
自
知
者
爲
明
兮
、
故
吾
之
所
以
爲
惑
。
擇
吉
日
余
西
征
兮
、
亦
既
造
夫

京
師
。

こ
の
作
品
は
従
来
、
韓
愈
の
韶
州
時
代
に
関
連
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
宣
州
時
代
に
つ
い
て
は
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
科
挙
に
向
け
学
問
修
業
に
励
む
十
五
歳
か
ら
十
八
歳
に
か
け
て
の
重
要
な
時
期
を
、
韓
愈
は
こ
の
宣
州
で
過
ご
し
た
の
で
あ
り
、



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
三
号

62

彼
の
古
文
に
対
す
る
姿
勢
は
ま
さ
し
く
こ
の
頃
形
成
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
韓
愈
の
宣
州
で
の
生
活
及
び
宣
州
を

中
心
と
す
る
当
時
の
江
南
の
文
化
的
環
境
に
つ
い
て
考
察
し
、
韓
愈
の
学
問
の
源
流
と
形
成
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一　

韓
愈
一
族
と
宣
州
の
関
係

韓
愈
の
一
族
は
元
々
中
原
の
河
陽
に
居
住
し
て
い
た
が
、
安
史
の
乱
以
降
、
韓
愈
の
父
の
代
よ
り
江
南
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。

中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
韓
愈
の
叔
父
、
韓
少
卿
で
あ
る
。
李
白
が
韓
愈
の
父
韓
仲
卿
に
贈
っ
た
「
武
昌
宰
韓
君
去
思
頌
碑
并
序
」
で
は
、

次
兄
の
少
卿
に
つ
い
て
「
少
卿
當
塗
縣
丞
、
感
概
重
諾
、
死
節
於
義
」
と
評
す
る
。
李
白
は
戦
乱
前
後
に
少
な
く
と
も
二
度
当
塗
を
訪

れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
既
に
面
識
の
あ
っ
た
少
卿
に
対
す
る
実
際
の
感
想
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
「
死
節
於
義
」
と
は
少
卿
が
当
塗
で

客
死
し
た
こ
と
を
示
す
が
、
こ
れ
は
永
王
の
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。『
資
治
通
鑑
』
粛
宗
至
徳
元
載
（
756
）
十
二
月
の
条

に
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

甲
辰
、
永
王
璘
擅
引
兵
東
巡
、
沿
江
而
下
、
軍
容
甚
盛
、
然
猶
未
露
割
據
之
謀
。
吳
郡
太
守
兼
江
南
東
路
采
訪
使
李
希
言
平
牒
璘
、

詰
其
擅
引
兵
東
下
之
意
。
璘
怒
、
分
兵
遣
其
將
渾
惟
明
襲
希
言
於
吳
郡
、
季
廣
探
襲
廣
陵
長
史
、
淮
南
采
訪
使
李
成
式
於
廣
陵
。

璘
進
至
當
塗
、
希
言
遣
其
將
元
景
曜
及
丹
陽
太
守
閻
敬
之
將
兵
拒
之
、
李
成
式
亦
遣
其
將
李
承
慶
拒
之
。
璘
擊
斬
敬
之
以
徇
、
景

曜
、
承
慶
皆
降
於
璘
、
江
、
淮
大
震
。

永
王
李
璘
軍
は
、
当
塗
に
至
っ
て
俄
に
叛
意
を
露
に
し
、
太
守
閻
敬
之
を
殺
害
し
た
。
こ
の
時
少
卿
も
命
を
落
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

永
王
の
乱
が
収
束
す
る
と
、
少
卿
ら
「
死
節
於
義
」
を
全
う
し
た
地
方
官
は
手
厚
い
褒
賞
を
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
韓
愈
一
族
は
封
戸

等
の
収
入
を
得
、
最
終
的
に
当
塗
に
定
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
推
測
す
る
の
に
は
、
幾
つ
か
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
安
史
の
乱
中
、
韓
愈
の
父
ら
が
皆
当
塗
か
ら
ほ
ど
近
い
江
東
地
区
で

活
動
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
前
出
の
李
白
「
武
昌
宰
韓
君
去
思
頌
碑
并
序
」
で
は
、
韓
愈
の
父
韓
仲
卿
に
つ
い
て
「
君
乃
長

史
之
元
子
也
︙
︙
君
自
潞
州
銅
鞮
尉
調
補
武
昌
令
︙
︙
本
道
採
訪
大
使
皇
甫
公
侁
聞
而
賢
之
、
擢
佐
輶
軒
、
多
所
弘
益
。
尚
書
右
丞
崔

公
禹
、
稱
之
於
朝
。
相
國
崔
公
渙
、
特
奏
授
鄱
陽
令
、
兼
攝
數
縣
」
と
、
潞
州
の
銅
鞮
尉
か
ら
武
昌
県
令
に
転
じ
た
後
、
饒
州
の
鄱
陽
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県
令
に
遷
っ
た
と
述
べ
、
ま
た
戦
乱
中
は
人
口
の
増
加
、
財
政
の
増
収
な
ど
人
々
の
生
活
の
安
定
に
努
め
た
と
讃
え
る
。『
唐
会
要
』
巻

69
、
開
元
四
年
（
716
）
十
一
月
の
勅
に
、「
縣
令
在
任
、
戸
口
增
益
、
界
内
豐
稔
、
清
勤
著
稱
、
賦
役
均
平
者
、
先
與
上
考
、
不
在
當
州

考
額
之
限
」
と
あ
り
、
李
白
の
評
は
こ
れ
に
基
づ
く
。
ま
た
李
白
は
文
中
、
皇
甫
侁
が
仲
卿
を
補
佐
官
に
抜
擢
し
た
こ
と
に
触
れ
る
。

こ
れ
は
至
徳
二
年
（
757
）
秋
の
作
で（
２
）、
皇
甫
侁
は
同
年
二
月
に
永
王
の
乱
を
鎮
圧
し
た
が
、
独
断
で
永
王
を
処
刑
し
粛
宗
に
よ
っ
て
罷

免
さ
れ
た
。
武
昌
令
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
仲
卿
が
鄱
陽
県
令
と
い
う
小
官
に
甘
ん
じ
た
の
は
、
武
昌
が
永
王
の
属
下
に
あ
っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
文
中
、
李
白
は
多
く
を
語
ら
な
い
が
、
仲
卿
の
処
分
に
対
し
て
不
平
憤
懣
の
情
が
多
分
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
仲
卿
は

秘
書
郎
の
時
に
官
を
辞
し
た
が
、
在
職
十
三
年
間
（
757－

770
）
に
官
位
は
七
品
の
県
令
か
ら
従
六
品
と
僅
か
に
上
昇
し
た
だ
け
で
、
そ

の
大
半
を
江
南
の
一
地
方
官
と
し
て
過
ご
し
た
。
ま
た
三
兄
の
韓
紳
卿
は
、「
尉
高
郵
、
才
名
振
耀
、
幼
負
美
譽
」（
李
白
前
出
）
と
評

さ
れ
る
。
高
郵
も
ま
た
当
塗
に
近
い
沿
江
一
帯
の
地
域
で
あ
る
。
李
端
「
戯
贈
韓
判
官
紳
卿
」
に
「
少
尋
道
士
居
嵩
嶺
、
晩
事
高
僧
住

沃
洲
。
齒
髮
未
知
何
處
老
、
身
名
且
被
外
人
愁
。
欲
隨
山
水
居
茅
洞
、
已
有
田
園
在
虎
丘
。
獨
怪
子
猷
緣
掌
馬
、
雪
時
不
肯
更
乘
舟
」

（『
全
唐
詩
』
巻
286
）
と
あ
る
よ
う
に
、
紳
卿
は
後
に
高
郵
尉
か
ら
判
官
に
遷
っ
た
が
、
新
た
な
任
地
も
茅
山
や
虎
丘
に
近
い
江
南
一
帯

で
あ
っ
た
。
更
に
二
叔
の
韓
雲
卿
は
、
李
白
と
以
前
か
ら
交
遊
が
あ
り
、「
文
章
冠
世
、
拜
監
察
御
史
、
朝
廷
呼
爲
子
房
」（
李
白
前
出
）

と
評
さ
れ
る
。
李
白
の
「
金
陵
聴
韓
侍
御
吹
笛
」
は
、
侍
御
史
だ
っ
た
雲
卿
が
、
安
史
の
乱
を
避
け
て
金
陵
に
隠
棲
し
た
際
に
詠
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
李
白
「
送
韓
侍
御
之
広
徳
令（
３
）」
に
「
且
就
東
山
賖
月
色
」
と
あ
る
の
も
金
陵
一
帯
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ

れ
、
雲
卿
は
こ
こ
で
広
徳
県
令
の
職
を
得
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
史
書
等
に
拠
れ
ば
、
広
徳
県
は
至
徳
二
年
に
復
置
、
宣
州
に
編
入
さ

れ
て
い
る
。
正
八
品
の
観
察
御
史
か
ら
七
品
の
県
令
へ
の
昇
級
は
、
彼
の
住
居
が
当
塗
一
帯
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
後
に
雲
卿
は
再
び
朝
廷
に
招
か
れ
、
大
暦
十
二
年
頃
に
礼
部
郎
中
に
進
ん
だ（
４
）。
韓
愈
「
科
斗
書
後
記
」
に
は
、「
愈
叔
父
當
大
曆

世
、
文
辭
獨
行
中
朝
、
天
下
之
欲
銘
述
其
先
人
功
行
、
取
信
來
世
者
、
咸
歸
韓
氏
。
于
時
李
監
陽
冰
、
獨
能
篆
書
、
而
同
姓
叔
父
擇
木

善
八
分
、
不
問
可
知
其
人
、
不
如
是
者
、
不
稱
三
服
、
故
三
家
傳
子
弟
往
來
」
と
あ
り
、
雲
卿
が
大
暦
中
に
文
名
を
馳
せ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
李
陽
冰
は
宝
応
年
間
に
当
塗
県
令
に
任
じ
て
お
り
、
両
家
の
子
弟
の
交
遊
は
こ
の
頃
に
遡
る
だ
ろ
う
。

ま
た
大
暦
年
間
に
韓
愈
の
長
兄
韓
会
が
活
躍
し
た
の
も
、
当
塗
一
帯
の
地
域
で
あ
っ
た
。
永
泰
年
間
（
755－

756
）
に
戦
乱
が
収
ま
る

と
、
仲
卿
、
雲
卿
、
紳
卿
ら
は
北
へ
戻
っ
た
が
、
河
陽
の
故
里
は
既
に
荒
廃
著
し
く
、
韓
会
ら
は
そ
の
ま
ま
江
南
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
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る
。『
新
唐
書
』
崔
造
伝
に
は
、「（
崔
造
）
永
泰
中
、
與
韓
會
、
盧
東
美
、
張
正
則
三
人
友
善
、
居
上
元
、
好
言
當
世
事
、
皆
自
謂
王
佐

才
、
故
號
四
夔（
５
）」
と
記
す
。
上
元
二
年
（
761
）、
江
寧
県
が
上
元
県
に
改
め
ら
れ
、
当
塗
県
と
隣
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
韓
会
と
上
元

の
崔
造
、
盧
東
美
、
張
正
則
は
互
い
に
住
居
も
近
く
、
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
。

更
に
韓
愈
の
少
年
時
代
の
回
想
も
傍
証
と
な
る
。
韓
愈
貞
元
九
年
の
作
「
祭
鄭
夫
人
文
」
に
は
「
既
克
反
葬
、
遭
時
艱
難
。
百
口
偕

行
、
避
地
江
濆
」
と
、
ま
た
貞
元
十
九
年
の
作
「
祭
十
二
郎
文
」
に
は
「
既
又
與
汝
就
食
江
南
」
と
あ
り
、
更
に
元
和
年
間
の
作
「
欧

陽
生
哀
辞
」
に
も
、「
建
中
、
貞
元
間
、
余
就
食
江
南
、
未
接
人
事
、
往
往
聞
詹
名
閭
巷
間
。
詹
之
稱
於
江
南
也
久
」
と
江
南
移
住
の
体

験
を
語
る
。「
江
濆
」、「
江
南
」
は
こ
こ
で
は
宣
州
を
指
す
が
、
特
に
「
江
濆
」
と
い
う
地
理
的
条
件
に
最
も
符
合
す
る
の
が
、
当
塗
な

の
で
あ
る
。
ま
た
韓
愈
長
慶
三
年
頃
の
作
「
示
爽
」
に
は
、「
宣
城
去
京
國
、
里
數
逾
三
千
。
︙
︙
汝
來
江
南
近
、
里
閭
故
依
然
」
と
あ

る
。「（
韓
）
爽
」
は
彼
の
甥
、
韓
湘
で
あ
ろ
う
。
詩
中
の
「
宣
城
」、「
里
閭
」
は
、
韓
愈
の
宣
城
の
別
業
を
指
す
と
さ
れ
る
が
、
韓
愈

貞
元
二
十
年
の
作
「
送
楊
支
使
序
」
に
「
愈
未
嘗
至
宣
州
、
而
樂
頌
其
主
人
之
賢
者
、
以
其
取
人
信
之
也
」
と
明
言
す
る
よ
う
に
、
こ

こ
で
の
「
宣
州
」
は
、
宣
州
が
統
括
す
る
宣
城
県
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
前
出
「
示
爽
」
中
の
「
宣
城
」
は
、
恐
ら
く
宣
城
郡
、
す
な

わ
ち
宣
州
全
体
を
指
し
、
宣
城
県
の
み
を
指
す
の
で
は
な
い
。
ま
た
宣
城
県
は
長
江
か
ら
二
百
里
ほ
ど
離
れ
て
お
り
、
韓
愈
の
言
う
「
避

難
江
濆
」
と
は
明
ら
か
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
の
点
、
当
塗
は
川
辺
に
あ
り
韓
愈
の
文
意
に
も
近
い
。
韓
愈
の
作
品
に
は
宣
州
で
の
体
験

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
も
多
く
、
例
え
ば
「
新
修
滕
王
閣
記
」
で
は
「
愈
少
時
、
則
聞
江
南
多
臨
觀
之
美
、
而
滕
王
閣
獨
爲
第
一
、
有

瑰
偉
絕
特
之
稱
。
及
得
三
王
所
爲
序
、
賦
、
記
等
、
壯
其
文
辭
、
益
欲
往
一
觀
而
讀
之
、
以
忘
吾
憂
」
と
、
ま
た
「
祭
十
二
郎
文
」
で

は
「
吾
年
十
九
、
始
來
京
城
、
其
後
四
年
、
而
歸
視
汝
」
と
あ
る
。
韓
愈
は
江
南
を
離
れ
た
後
、
二
十
三
歳
の
時
に
再
び
宣
州
に
戻
り
、

妻
を
迎
え
た
。
相
手
の
盧
氏
も
ま
た
、
韓
愈
一
族
と
同
じ
く
戦
乱
を
避
け
江
南
に
寓
居
す
る
中
原
士
族
で
あ
っ
た（
６
）。

ま
た
当
時
の
人
口
移
動
の
流
れ
か
ら
見
て
も
、
韓
愈
一
族
が
当
塗
周
辺
に
寓
居
し
た
と
考
え
る
の
は
極
め
て
自
然
で
あ
る
。
安
史
の

乱
以
降
中
原
で
は
戦
乱
が
絶
え
ず
、
大
量
の
人
口
が
江
南
に
流
入
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
白
「
為
宋
中
丞
請
都
金
陵
表
」
に
「
天
下

衣
冠
士
庶
、
避
地
東
吳
、
永
嘉
南
遷
、
未
盛
於
此
」（『
全
唐
文
』
巻
348
）
と
、
粛
宗
「
加
恩
処
分
流
貶
官
員
詔
」
に
「
又
緣
頃
經
逆
亂
、

中
夏
不
寧
、
士
子
之
流
、
多
投
江
外
、
或
扶
老
攜
幼
、
久
寓
他
郷
、
失
職
無
儲
、
難
歸
京
邑
」（『
全
唐
文
』
巻
43
）
と
、
顧
況
の
「
送

宣
歙
李
衙
推
八
郎
使
東
都
序
」
に
「
天
寶
末
、
安
祿
山
反
、
天
子
去
蜀
、
多
士
奔
吳
爲
人
海
」（『
全
唐
文
』
巻
529
）
と
あ
り
、
更
に
『
旧
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唐
書
』
権
徳
輿
伝
に
も
「
兩
京
蹂
於
胡
騎
、
士
君
子
多
以
家
渡
江
東
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
詩
作
品
で
も
、
例
え
ば
崔
峒
「
送
王

侍
御
佐
婺
州
」
に
「
緣
溪
花
木
偏
宜
遠
、
避
地
衣
冠
盡
向
南
」（『
全
唐
詩
』
巻
294
）
と
、
劉
長
卿
「
奉
送
従
兄
罷
官
之
淮
南
」
に
「
兵

鋒
搖
海
内
、
王
命
隔
天
涯
。
鐘
漏
移
長
樂
、
衣
冠
接
永
嘉
」（『
全
唐
詩
』
巻
149
）
な
ど
と
詠
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
移
民
の
多
く
は
、
安

史
の
乱
か
ら
貞
元
年
間
に
至
る
三
十
年
ほ
ど
の
間
に
江
南
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
韓
愈
も
「
考
功
員
外
盧
君
墓
銘
」
の
中
で
「
當

是
時
、
中
國
新
去
亂
、
士
多
避
處
江
淮
間
」
と
、
ま
た
「
崔
評
事
墓
銘
」
の
中
で
「（
崔
翰
）
父
倚
、
舉
進
士
、
天
寶
之
亂
、
隱
居
而

終
。
君
既
喪
厥
父
、
攜
扶
孤
老
、
託
于
大
江
之
南
。
卒
喪
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
彼
の
一
族
も
ま
た
定
住
移
民
で
あ
っ
た
。
江
南
地
区

に
お
い
て
比
較
的
早
く
開
発
さ
れ
た
の
は
、
太
湖
流
域
で
あ
る
。
こ
の
一
帯
は
当
時
既
に
人
口
が
集
中
し
て
い
た
が
、
そ
の
東
の
丹
陽

湖
か
ら
西
の
鄱
陽
湖
に
か
け
て
の
地
域
は
、
ま
だ
一
定
の
余
地
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
西
は
長
江
、
東
は
丹
陽
湖
に
面
す
る
当
塗
は
、

元
々
江
水
が
沖
積
し
て
出
来
た
灘
地
で
、
移
住
や
開
発
に
比
較
的
適
し
た
環
境
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
崔
造
、
韓
会
、
盧
東
美
、
張
正
則

ら
北
方
の
移
民
が
長
江
を
越
え
て
ま
ず
住
み
着
い
た
の
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
ま
で
中
原
で
暮
ら
し
て
い
た
少
年
韓
愈
に
と
っ
て
、
江
南
の
生
活
に
馴
染
む
の
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

「
祭
十
二
郎
文
」
で
は
「
自
今
已
往
、
吾
其
無
意
于
人
世
矣
。
當
求
數
頃
之
田
、
于
伊
、
潁
之
上
、
以
待
餘
年
、
教
吾
子
與
汝
子
幸
其

成
。
吾
女
與
汝
女
待
其
嫁
。
如
此
而
已
」
と
、
ま
た
「
与
崔
群
書
」
で
は
「
僕
不
樂
江
南
、
官
滿
便
終
老
嵩
下
」
と
述
べ
て
、
理
想
の

地
に
伊
水
や
穎
水
、
嵩
山
の
麓
を
挙
げ
、
江
南
を
「
不
樂
」
と
言
っ
て
憚
ら
な
い
。
だ
が
「
示
爽
」
の
記
述
か
ら
は
韓
愈
の
一
族
が
そ

の
後
も
宣
城
に
住
み
続
け
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
実
際
に
韓
愈
の
甥
韓
老
成
は
宣
城
で
生
涯
を
終
え
、
そ
の
子
孫
も
こ
の
地
で
成
長
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
韓
愈
は
、
後
世
土
地
の
人
々
に
よ
り
宣
城
の
著
名
人
と
し
て
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
清
の

趙
紹
祖
『
安
徽
金
石
略
』（
清
道
光
刻
本
）
巻
三
に
収
め
る
「
宋
宣
城
立
五
賢
堂
記
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

無
年
月
、
王
遂
撰
、
在
宣
城
、
佚
、
文
載
『
寧
國
府
志
』、
記
略
云
、
二
仙
堂
者
祀
齊
尚
書
郎
謝
公
朓
、
唐
供
奉
翰
林
李
公
白
也
。

五
賢
堂
者
、
增
宣
州
觀
察
使
顏
公
眞
卿
、
太
子
賓
客
白
公
居
易
、
吏
部
侍
郞
韓
公
愈
也
。
平
江
知
府
王
遂
記
。

こ
こ
か
ら
、
韓
愈
が
宋
代
に
は
既
に
宣
城
の
賢
人
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
韓
愈
が
青
少
年
時

代
を
宣
州
で
過
ご
し
た
の
は
確
か
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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二　

寄
荘
戸
の
生
活
と
宣
州
苦
学

当
時
、
北
方
か
ら
江
南
に
避
難
し
た
人
々
は
寄
荘
戸
と
呼
ば
れ
、
そ
の
特
殊
な
立
場
や
環
境
か
ら
、
彼
ら
は
次
第
に
独
自
の
文
化
を

形
成
し
て
い
っ
た
。
彼
ら
の
移
住
は
非
常
に
大
規
模
で
、
邵
説
「
有
唐
相
国
贈
太
傅
崔
公
墓
誌
銘
」
は
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
「（
崔
祐

甫
）
年
廿
五
、
郷
貢
進
士
高
第
、
時
輩
多
朋
黨
請
謁
、
以
務
聲
華
、
公
獨
不
然
、
端
居
以
得
之
。
調
補
秘
書
省
校
書
郎
、
轉
壽
安
尉
。

屬
祿
山
構
禍
、
東
周
陷
沒
、
公
提
挈
百
口
、
間
道
南
遷
、
訖
于
賊
平
、
終
能
保
全
、
置
於
安
地
、
信
仁
智
之
兩
極
也
」（
周
紹
良
編
『
唐

代
墓
誌
匯
編
』
一
八
二
三
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
と
記
す
。
崔
祐
甫
の
一
族
は
三
世
代
お
よ
そ
百
人
が
南
方
へ
移
住

し
た
が
、
戦
乱
が
平
定
し
て
も
北
へ
は
戻
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
江
南
に
定
着
し
た
。
墓
誌
に
は
続
け
て
、「（
崔
祐
甫
）
轉
洪
州
司
馬
、
入

拜
起
居
舍
人
、
歷
司
勳
、
吏
部
二
員
外
郎
。
門
望
素
崇
、
獨
步
華
省
、
綸
誥
之
地
、
次
當
入
踐
。
公
歎
曰
、
羈
孤
滿
室
、
尚
寓
江
南
、

滔
滔
不
歸
、
富
貴
何
有
。
遂
出
佐
江
西
廉
使
、
改
試
著
作
郎
兼
殿
中
侍
御
史
、
其
厚
親
戚
薄
榮
名
也
」
と
、
崔
祐
甫
が
百
人
を
超
す
江

南
の
大
家
族
を
養
う
た
め
、
京
官
か
ら
江
西
幕
府
の
佐
官
に
転
じ
た
と
述
べ
る
。
ま
た
顔
真
卿
「
元
結
墓
誌
銘
」
に
は
、「
及
羯
胡
首

亂
、
逃
難
於
猗
玗
洞
、
因
招
集
鄰
里
二
百
餘
家
奔
襄
陽
、
玄
宗
異
而
徵
之
」（『
全
唐
文
』
巻
344
）
と
、
元
結
が
一
族
郎
党
二
百
人
を
引

き
連
れ
避
難
し
た
こ
と
を
記
す
。
元
々
中
原
の
荘
園
主
だ
っ
た
元
結
一
族
は
、
ま
ず
故
里
の
魯
山
県
か
ら
襄
陽
に
避
難
し
、
そ
の
後
大

冶
の
猗
玗
洞
に
移
り
、
最
終
的
に
江
州
瑞
昌
県
内
の
瀼
渓
に
落
ち
着
い
た
。
戦
乱
後
十
数
年
が
経
過
し
、
元
結
が
再
び
瀼
渓
に
戻
る
と
、

当
時
北
方
か
ら
避
難
し
て
来
た
人
々
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
彼
の
元
の
荘
戸
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
元
結
は
「
喩
瀼
渓

郷
旧
遊
」
の
中
で
、「
往
年
在
瀼
濱
、
瀼
人
皆
忘
情
。
今
來
遊
瀼
郷
、
瀼
人
見
我
驚
。
我
心
與
瀼
人
、
豈
有
辱
與
榮
。
瀼
人
異
其
心
、
應

爲
我
冠
纓
。
昔
賢
惡
如
此
、
所
以
辭
公
卿
。
貧
窮
老
郷
裡
、
自
休
還
力
耕
。
況
曾
經
逆
亂
、
日
厭
聞
戰
爭
。
尤
愛
一
溪
水
、
而
能
存
讓

名
。
終
當
來
其
濱
、
飲
啄
全
此
生
」（『
全
唐
詩
』
巻
241
）
と
、
晩
年
の
瀼
渓
で
の
隠
居
生
活
を
詠
ん
で
お
り
、
彼
が
こ
の
地
を
開
拓
し

荘
園
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
規
模
な
人
口
の
移
動
は
、
人
々
の
生
活
の
あ
り
方
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

中
に
は
寄
荘
戸
と
し
て
定
住
す
る
者
も
少
な
く
な
く
、
例
え
ば
杜
牧
「
唐
故
復
州
司
馬
杜
君
墓
誌
銘
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

岐
公
外
殿
内
輔
、
凡
四
十
年
、
貴
富
繁
大
、
兒
孫
二
十
餘
人
、
晨
昏
起
居
、
同
堂
環
侍
。
公
爲
之
親
不
以
進
、
門
内
家
事
、
條
治

裁
酌
、
至
於
筐
篋
細
碎
、
悉
歸
於
公
、
稱
謹
而
治
。
自
罷
江
夏
令
、
卜
居
於
漢
北
泗
水
上
、
烈
日
笠
首
、
自
督
耕
夫
、
而
一
年
食
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足
、
二
年
衣
食
兩
餘
、
三
年
而
室
屋
完
新
、
六
畜
肥
繁
、
器
用
皆
具
。
凡
十
五
年
、
起
於
墾
荒
、
不
假
人
一
毫
之
助
、
至
成
富
家

翁
。
常
曰
、「
忍
恥
入
仕
、
不
緣
妻
子
衣
食
者
、
舉
世
幾
人
。
彼
忍
恥
、
我
勞
力
、
等
衣
食
爾
、
顧
我
何
如
。」
後
授
復
州
司
馬
、

半
歲
棄
去
、
終
不
復
仕
。（『
全
唐
文
』
巻
755
）

杜
銓
は
杜
佑
の
孫
で
、
江
夏
県
令
の
時
に
官
を
辞
し
、
荘
園
の
経
営
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
死
後
は
長
安
に
埋
葬
さ
れ
て

お
り
、
江
夏
の
荘
園
は
明
ら
か
に
彼
が
在
任
中
に
購
入
し
た
別
業
で
あ
る
。
杜
牧
に
と
っ
て
こ
の
兄
は
、
一
族
の
生
活
に
大
き
く
貢
献

し
た
人
物
と
言
え
よ
う
。
中
唐
以
降
、
江
南
で
は
こ
う
し
た
移
民
が
増
加
の
一
途
を
辿
り
、
孫
光
憲
『
北
夢
瑣
言
』
巻
三
に
収
め
る
江

陵
の
晩
唐
の
記
事
に
は
、「
境
内
多
有
朝
士
莊
產
、
子
孫
僑
寓
其
間
」
と
あ
る
。
ま
た
王
禹
偁
『
小
畜
集
』
巻
三
十
「
柳
府
君
墓
碣
銘
」

に
も
、「
有
唐
以
武
戡
亂
、
以
文
化
人
、
自
宰
輔
公
卿
至
方
伯
連
率
皆
用
儒
者
爲
之
︙
︙
于
時
宦
遊
之
士
率
以
東
南
爲
善
地
、
每
刺
一

郡
、
殿
一
邦
、
必
留
其
宗
屬
子
孫
、
占
籍
於
治
所
、
蓋
以
江
山
泉
石
之
秀
異
也
。
至
今
吳
越
士
人
多
唐
之
舊
族
耳
」
と
記
さ
れ
、
江
南

へ
の
寄
寓
は
、
戦
乱
以
降
、
中
原
士
族
た
ち
の
一
種
の
生
活
様
式
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
韓
愈
一
族
の
江
南
移
住
も
、
や
は
り
大
変
な
規
模
で
あ
っ
た
。
韓
愈
は
「
祭
鄭
夫
人
文
」
の
中
で
、「
既
克
反
葬
、
遭
時
艱

難
。
百
口
偕
行
、
避
地
江
濆
。
春
秋
霜
露
、
薦
敬
頻
繁
。
以
享
韓
氏
之
祖
考
、
曰
此
韓
氏
之
門
。
視
余
猶
子
、
誨
化
諄
諄
」
と
述
べ
る
。

「
百
口
」
は
、
韓
仲
卿
、
雲
卿
、
少
卿
、
紳
卿
の
三
代
四
世
帯
と
そ
の
僕
人
を
指
し
、
或
い
は
彼
ら
に
追
随
し
た
農
夫
ら
も
含
む
。
こ
れ

ほ
ど
大
掛
か
り
な
移
住
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
無
論
、
一
族
が
江
南
で
既
に
一
定
の
生
活
基
盤
を
整
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
韓
愈

は
「
祭
十
二
郎
文
」
の
中
で
「
既
又
與
汝
就
食
江
南
、
零
丁
孤
苦
、
未
嘗
一
日
相
離
也
。
︙
︙
吾
年
十
九
、
始
來
京
城
、
其
後
四
年
、

而
歸
視
汝
。
又
四
年
、
吾
往
河
陽
省
墳
墓
、
遇
汝
從
嫂
喪
來
葬
。
又
二
年
、
吾
佐
董
丞
相
于
汴
州
、
汝
來
省
吾
、
止
一
歲
、
請
歸
取
其

孥
。
明
年
、
丞
相
薨
、
吾
去
汴
州
、
汝
不
果
來
」
と
述
べ
て
お
り
、
韓
愈
が
宣
城
で
四
年
を
過
ご
し
再
び
上
京
し
た
後
も
、
夫
人
と
韓

老
成
は
宣
城
で
七
年
間
暮
ら
し
、
そ
の
後
老
成
が
家
族
を
連
れ
て
更
に
三
、
四
年
生
活
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
老
成
一
家
だ
け
を
見
る

と
、
宣
城
で
の
生
活
は
十
五
年
に
過
ぎ
な
い
が
、
前
出
「
示
爽
」
の
記
述
を
基
に
鄭
夫
人
が
家
族
を
率
い
て
南
下
し
た
時
期
か
ら
数
え

る
と
、
既
に
四
十
数
年
が
経
過
し
て
お
り（
７
）、
更
に
韓
少
卿
や
韓
会
ら
が
当
塗
に
移
住
し
た
時
期
を
含
め
れ
ば
、
五
、
六
十
年
に
も
達
す

る
。
そ
の
経
営
規
模
は
相
当
な
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
韓
愈
一
族
の
江
南
移
住
の
過
程
は
、
概
ね
次
の
よ
う
だ
。
ま
ず
粛
宗
の
時
、

韓
愈
の
父
の
世
代
に
あ
た
る
少
卿
、
紳
卿
ら
が
宣
城
任
中
に
別
業
を
購
入
、
代
宗
の
前
期
に
韓
会
ら
が
こ
の
地
で
経
営
を
始
め
た
。
貞



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
三
号

68

元
後
、
鄭
夫
人
が
江
南
に
戻
っ
て
荘
園
を
引
き
継
ぎ
、
続
い
て
老
成
ら
が
こ
れ
を
維
持
し
た
。
つ
ま
り
、
韓
愈
一
族
の
宣
城
で
の
生
活

基
盤
は
、
三
代
に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

唐
王
朝
は
、
戸
籍
管
理
に
照
ら
し
て
賦
役
を
課
し
、『
唐
令
拾
遺
』
戸
令
部
の
武
徳
、
開
元
の
令
に
は
、「
諸
天
下
人
戸
、
量
其
資
產
、

定
爲
九
等
。
每
三
年
縣
司
法
定
、
州
司
覆
之
、
然
後
注
籍
而
申
之
於
省
。
每
定
戸
以
中
年
（
子
卯
午
酉
）、
造
籍
以
季
年
（
醜
辰
未
戌
）」

と
あ
る
。
但
し
一
部
の
仕
官
貴
族
に
対
し
て
は
免
税
措
置
を
設
け
、
例
え
ば
『
通
典
』
巻
七
の
開
元
二
十
五
年
の
戸
令
に
「
諸
戸
主
皆

以
家
長
爲
之
。
戸
内
有
課
口
者
爲
課
戸
、
無
課
口
者
爲
不
課
戸
。
諸
視
流
内
九
品
以
上
官
及
男
年
二
十
以
下
、
老
男
、
廢
疾
、
妻
妾
、

部
曲
、
客
女
、
奴
婢
、
皆
爲
不
課
戸
」
と
あ
る
よ
う
に（
８
）、
科
挙
に
合
格
す
れ
ば
一
族
全
員
に
免
税
特
権
が
付
与
さ
れ
た
。
ま
た
開
元
二

十
五
年
の
賦
役
令
で
は
、
挙
人
が
及
第
す
る
と
課
役
が
免
ぜ
ら
れ
た
と
言
う（
９
）。
こ
の
制
度
は
晚
唐
ま
で
続
き
、
例
え
ば
穆
宗
「
南
郊
改

元
徳
音
」
に
は
「
將
欲
化
人
、
必
先
興
學
。
苟
昇
名
於
俊
造
、
宜
甄
異
於
郷
閭
、
各
委
刺
史
、
縣
令
、
招
延
儒
學
、
明
加
訓
誘
、
名
登

科
第
、
即
免
征
徭
」（『
全
唐
文
』
巻
66
）
と
、
ま
た
そ
の
四
年
後
に
は
敬
宗
が
「
宝
暦
元
年
（
825
）
南
郊
赦
」
の
中
で
「
天
下
州
縣
、

各
委
刺
史
、
縣
令
、
招
延
儒
學
、
明
加
訓
誘
、
名
登
科
第
、
即
免
征
徭
」（『
全
唐
文
』
巻
68
）
と
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
賦
役
制
度
は
、

官
府
が
把
握
す
る
戸
籍
情
報
を
基
に
成
り
立
ち
、
本
籍
地
外
で
購
入
し
た
資
産
を
寄
荘
、
そ
の
寄
荘
を
保
有
す
る
外
籍
者
を
寄
荘
戸
と

呼
ん
だ（

（1
（

。
彼
ら
は
政
府
の
戸
籍
管
理
体
系
か
ら
逸
脱
し
た
存
在
で
、
避
税
手
段
と
し
て
従
来
よ
り
一
部
で
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
安
史

の
乱
以
降
は
必
要
不
可
欠
な
生
活
手
段
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
『
旧
唐
書
』
楊
炎
伝
に
収
め
る
「
両
税
法
議
」
に
、「（
開
元
中
）

以
寬
仁
爲
理
本
、
故
不
爲
版
籍
之
書
。
人
戸
寢
溢
、
提
防
不
禁
。
丁
口
轉
死
、
非
舊
名
矣
。
田
畝
移
換
、
非
舊
額
矣
。
貧
富
升
降
、
非

舊
第
矣
。
戸
部
徒
以
空
文
總
其
故
書
、
蓋
得
非
當
時
之
實
。
︙
︙
迨
至
德
之
後
、
天
下
兵
起
︙
︙
人
戸
凋
耗
︙
︙
科
斂
之
名
凡
數
百
︙
︙

是
以
天
下
殘
瘁
、
蕩
爲
浮
人
、
郷
居
地
著
者
百
不
四
五
、
如
是
者
殆
三
十
年
」
と
あ
り
、
ま
た
『
通
典
』
巻
七
の
歴
代
盛
衰
戸
口
の
条

に
は
、
建
中
の
初
め
に
黜
陟
使
を
諸
道
に
派
遣
し
調
査
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
土
戸
お
よ
そ
百
八
十
余
万
、
客
戸
百
三
十
余
万
を
得
た
と
あ

り
、
外
地
に
客
居
す
る
戸
口
が
既
に
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
状
況
に
朝
廷
も
様
々
な
政
策
を
施
行
し
寄

荘
戸
へ
の
管
理
を
強
化
し
て
い
っ
た
。『
冊
府
元
亀
』
巻
160
、
革
弊
の
条
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

（
元
和
）
十
四
年
（
819
）
二
月
壬
申
、
詔
、
如
聞
諸
道
州
府
長
吏
等
、
或
有
本
任
得
替
後
、
遂
於
當
處
置
百
姓
莊
園
舍
宅
、
或
因
替

代
情
庇
、
便
破
除
正
額
兩
税
、
不
出
差
科
、
自
今
已
後
、
有
此
色
、
竝
勒
依
元
額
爲
定
。
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ま
た
、
寄
荘
戸
に
納
税
の
義
務
を
課
す
一
方
で
制
度
自
体
も
見
直
さ
れ
、
例
え
ば
移
住
先
で
推
挙
の
資
格
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
暦
年
間
、
洋
州
刺
史
の
趙
匡
は
、「
兵
興
以
來
、
士
人
多
去
郷
土
、
既
因
避
難
、
所
在
寄
居
、
必
欲
網
羅
才
能
、
隔
年
先
試
、
令

歸
本
貫
、
爲
弊
更
深
。
其
諸
色
舉
選
人
並
請
准
所
在
寄
莊
寄
住
處
投
狀
請
試
、
舉
人
既
不
慮
僞
濫
、
其
選
人
但
勘
會
符
告
、
並
責
重
保
、

知
非
僞
濫
、
即
准
例
處
分
」（『
全
唐
文
』
巻
355
）
と
、
進
士
科
受
験
の
際
、
原
籍
地
の
地
方
官
の
推
薦
が
不
要
に
な
り
、
寄
寓
地
で
直

接
受
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
寄
荘
戸
の
受
験
生
の
増
加
に
応
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
寄
荘
戸
の
急
増
に
伴
い
、
彼
ら
の
科
挙
受
験
に
関
す
る
規
定
は
次
第
に
厳
格
に
な
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
『
文
苑
英
華
』
巻

429
の
「
会
昌
五
年
（
845
）
正
月
南
郊
赦
」
に
は
、

或
因
宦
遊
、
遂
輕
土
着
、
戸
籍
既
減
、
征
徭
難
均
。
江
淮
客
戸
及
逃
移
規
避
戸
税
等
人
、
比
來
雖
係
兩
税
、
並
無
差
役
。
或
本
州

百
姓
、
子
弟
纔
霑
一
官
、
及
官
滿
後
、
移
住
隣
州
、
兼
於
諸
軍
諸
使
假
職
、
便
稱
衣
冠
戸
、
廣
置
資
產
、
輸
税
全
輕
、
便
免
諸
色

差
役
。
其
本
郷
家
業
、
漸
自
典
賣
、
以
破
戸
籍
、
所
以
正
税
百
姓
日
減
、
州
縣
色
役
漸
少
、
從
今
已
後
、
江
淮
百
姓
非
前
進
士
及

登
科
有
名
聞
者
、
縱
因
官
罷
職
、
居
別
州
寄
住
、
亦
不
稱
爲
衣
冠
、
其
差
科
色
役
、
並
同
當
處
百
姓
。

と
あ
り
、
ま
た
僖
宗
『
乾
符
二
年
（
875
）
南
郊
赦
』
に
は
、

所
在
州
縣
、
除
前
資
寄
住
、
實
是
衣
冠
之
外
、
便
各
將
攝
官
文
牒
及
軍
職
賂
遺
、
全
免
科
差
、
多
是
富
豪
之
家
、
致
苦
貧
下
。
準

會
昌
中
敕
、
家
有
進
士
及
第
方
免
差
役
、
其
餘
只
庇
一
身
、
就
中
江
南
富
人
多
、
一
武
官
便
庇
一
戸
、
致
使
貧
者
轉
更
流
亡
。
從

今
後
並
依
百
姓
一
例
差
遣
、
仍
委
方
鎮
各
下
諸
州
、
準
此
檢
點
。（『
全
唐
文
』
巻
89
）

と
、
更
に
『
文
苑
英
華
』
巻
669
に
収
め
る
楊
夔
の
「
復
宮
闕
後
上
執
政
書
」
に
は
、

蓋
僑
寓
州
縣
者
、
或
稱
前
資
、
或
稱
衣
冠
、
既
是
寄
住
、
例
無
徭
役
。
且
敕
有
進
士
及
第
、
許
免
一
門
差
徭
、
其
餘
雜
科
、
止
於

免
一
身
而
已
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
で
は
、
進
士
合
格
者
の
み
一
族
の
徭
役
が
免
除
さ
れ
、
及
第
し
な
け
れ
ば
衣
冠
戸
の
特
権
を
失
い
、
賦
税
が

課
さ
れ
た
。
寄
荘
戸
の
管
理
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
現
在
で
は
晩
唐
の
文
献
が
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
状
況
は
開
元

年
間
に
は
既
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
た
め
、
一
部
地
域
で
は
既
に
類
似
の
戸
籍
管
理
が
施
行
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
科
挙
及
第
は
、
寄
荘
戸
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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青
年
韓
愈
も
、
こ
の
よ
う
な
重
圧
を
自
ず
と
感
じ
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
感
二
鳥
賦
」
に
「
幸
生
天
下
無
事
時
、
承
先
人
之
遺
業
、

不
識
干
戈
、
耒
耜
、
攻
守
、
耕
獲
之
勤
、
讀
書
著
文
、
自
七
歲
至
今
、
凡
二
十
二
年
」
と
、
ま
た
「
南
内
朝
賀
歸
呈
同
官
」
に
「
余
惟

戇
書
生
、
孤
身
無
所
齎
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
身
の
立
場
を
十
分
に
自
覚
し
、
読
書
に
よ
っ
て
の
み
立
身
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
示
兒
」
の
中
で
「
始
我
來
京
師
、
止
攜
一
束
書
。
辛
勤
三
十
年
、
以
有
此
屋
廬
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら

も
、
韓
愈
に
と
っ
て
学
問
こ
そ
唯
一
の
生
き
る
術
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
晩
年
、
韓
愈
は
「
苻
読
書
城
南
」
の
中
で
も
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

木
之
就
規
矩
、
在
梓
匠
輪
輿
。
人
之
能
爲
人
、
由
腹
有
詩
書
。
詩
書
勤
乃
有
、
不
勤
腹
空
虛
。
欲
知
學
之
力
、
賢
愚
同
一
初
。

由
其
不
能
學
、
所
入
遂
異
閭
。
兩
家
各
生
子
、
提
孩
巧
相
如
。
少
長
聚
嬉
戲
、
不
殊
同
隊
魚
。
年
至
十
二
三
、
頭
角
稍
相
疎
。

二
十
漸
乖
張
、
清
溝
映
汙
渠
。
三
十
骨
骼
成
、
乃
一
龍
一
豬
。
飛
黃
騰
踏
去
、
不
能
顧
蟾
蜍
。
一
爲
馬
前
卒
、
鞭
背
生
蟲
蛆
。

一
爲
公
與
相
、
潭
潭
府
中
居
。
問
之
何
因
爾
、
學
與
不
學
歟
。
金
璧
雖
重
寶
、
費
用
難
貯
儲
。
學
問
藏
之
身
、
身
在
則
有
餘
。

君
子
與
小
人
、
不
繫
父
母
且
。
不
見
公
與
相
、
起
身
自
犁
鉏
。
不
見
三
公
後
、
寒
飢
出
無
驢
。
文
章
豈
不
貴
、
經
訓
乃
菑
畬
。

潢
潦
無
根
源
、
朝
滿
夕
已
除
。
人
不
通
古
今
、
馬
牛
而
襟
裾
。
行
身
陷
不
義
、
況
望
多
名
譽
。
時
秋
積
雨
霽
、
新
涼
入
郊
墟
。

燈
火
稍
可
親
、
簡
編
可
卷
舒
。
豈
不
旦
夕
念
、
爲
爾
惜
居
諸
。
恩
義
有
相
奪
、
作
詩
勸
躊
躇
。

こ
こ
で
は
繰
り
返
し
読
書
の
重
要
性
を
強
調
し
、
学
問
に
よ
っ
て
自
身
の
運
命
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
こ
れ
は
、
青
年

時
代
に
身
に
染
み
て
得
た
実
感
で
あ
ろ
う
。
韓
愈
は
、
一
家
の
主
だ
っ
た
兄
を
幼
く
し
て
失
い
、
以
降
厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
っ
た
。

韓
愈
の
父
や
祖
父
ら
は
皆
官
職
に
就
い
て
い
た
が
、
官
位
は
五
品
以
下
で
高
官
に
列
し
た
こ
と
は
な
く
、
資
産
も
乏
し
か
っ
た
。
ま
し

て
貞
元
以
降
は
、
上
述
の
通
り
寄
荘
戸
に
対
す
る
朝
廷
の
管
理
が
一
層
厳
し
く
な
り
、
衣
冠
戸
で
な
け
れ
ば
賦
税
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
韓
愈
に
と
っ
て
進
士
及
第
は
、
一
族
の
存
亡
に
関
わ
る
急
務
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

宣
州
推
挙
と
古
文
派
の
伝
承

こ
の
よ
う
に
大
き
な
重
圧
の
中
、
日
々
勉
学
に
励
ん
だ
韓
愈
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
受
験
遍
歴
を
見
る
と
決
し
て
順
調
と
は
言
え
ず
、
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進
士
科
の
省
試
験
に
四
度
、
吏
部
の
試
験
に
三
度
も
落
第
し
て
い
る
。
韓
愈
の
文
才
は
無
論
非
凡
で
あ
っ
た
が
、
試
験
が
要
求
す
る
文

章
の
能
力
と
は
大
き
く
乖
離
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
韓
愈
の
学
習
環
境
に
起
因
す
る
。
韓
愈
は
宣
州
で
科
挙
受
験
の
修
業
を
行
っ

た
が
、
当
時
の
京
洛
の
受
験
生
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
は
極
め
て
特
殊
な
環
境
で
あ
っ
た
。
そ
の
特
殊
性
に
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
韓

愈
が
古
文
世
家
の
子
弟
と
し
て
伝
統
的
な
家
族
教
育
を
受
け
、
外
部
の
師
に
付
い
て
時
文
を
学
ん
だ
経
験
が
無
か
っ
た
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
宣
州
で
学
習
し
た
た
め
、
京
洛
の
流
行
の
文
体
を
学
ぶ
機
会
が
無
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

宣
州
に
お
い
て
古
文
家
と
し
て
の
道
を
踏
み
出
し
た
韓
愈
は
、「
与
鳳
翔
邢
尚
書
書
」
に
「
生
七
歲
而
讀
書
、
十
三
而
能
文
、
二
十
五

而
擢
第
於
春
官
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
十
三
歳
で
既
に
詩
文
を
制
作
し
た
。
ち
ょ
う
ど
宣
州
に
寓
居
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
都
を
離

れ
て
既
に
久
し
く
、
太
学
や
国
子
学
に
入
る
こ
と
も
で
き
ず
、
江
南
の
私
宅
で
の
独
学
で
あ
っ
た
。
青
少
年
時
代
の
学
習
体
験
に
つ
い

て
韓
愈
が
詳
細
に
語
る
資
料
は
無
く
、
具
体
的
な
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、
呂
温
の
弟
呂
譲
の
墓
誌
銘
の
記
録
か
ら
、

そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

皇
考
諱
渭
、
禮
部
侍
郎
湖
南
觀
察
使
、
皇
妣
河
東
郡
夫
人
柳
氏
、
外
祖
識
、
屯
田
郎
中
集
賢
殿
學
士
、
名
高
四
海
。
府
君
七
歲
在

潭
州
、
七
日
之
内
、
繼
失
怙
恃
、
號
慕
如
成
人
。
伯
兄
故
衡
州
刺
史
與
仲
兄
等
所
不
忍
視
。
既
祥
、
念
『
春
秋
左
氏
傳
』、
日
五
百

字
。
衡
州
伯
父
撫
其
首
曰
、「
聰
明
厚
重
、
吾
家
之
寶
也
。」
親
授
文
章
意
氣
、
經
傳
宗
旨
、
志
學
之
歲
、
著
「
婁
納
言
墓
表
」、「
衡

州
合
江
亭
記
」。
伯
父
見
而
驚
曰
、「
佐
王
之
才
也
。」
風
清
月
朗
、
必
具
酒
饌
、
資
談
論
、
未
嘗
不
以
生
人
爲
先
、
社
稷
次
之
之
義

應
對
。
聲
譽
日
在
於
王
公
大
人
之
口
、
若
洪
瀾
東
注
、
勢
不
可
遏
。
故
柳
州
刺
史
柳
公
宗
元
爲
序
餞
別
、
具
道
所
以
然
者
。
十
八
、

經
伯
父
哀
苦
、
涕
慕
成
疾
、
逾
歲
而
平
、
初
從
郷
賦
、
韓
吏
部
、
皇
甫
郎
中
、
張
司
業
方
閑
宴
、
見
公
「
賈
珠
賦
」
云
、「
洞
庭
方

員
七
百
里
、
其
瀾
浸
日
月
、
土
出
金
入
」
之
句
、
環
目
驚
視
、
不
浹
辰
傳
乎
萬
人
。
二
十
三
、
進
士
上
第
、
解
褐
秘
書
省
校
書
郎
、

以
支
使
佐
故
相
國
彭
原
李
公
程
于
鄂
嶽
。（
呂
煥
「
呂
讓
墓
誌
銘
」、『
唐
代
墓
誌
匯
編
』
二
三
三
四
頁
）

呂
温
は
、
韓
愈
と
同
じ
く
文
章
世
家
の
家
系
で
、
呂
譲
が
兄
の
呂
温
に
学
問
を
教
わ
っ
た
の
は
、
韓
愈
が
韓
会
に
文
を
学
ん
だ
環
境

を
思
わ
せ
る
。
呂
温
は
七
歳
の
呂
譲
に
『
左
伝
』
の
音
読
と
五
百
字
の
日
抄
を
課
し
、
自
ら
作
文
を
手
解
き
し
た
。
韓
愈
の
息
子
韓
昶

の
学
習
環
境
も
こ
れ
と
よ
く
似
て
お
り
、「
唐
故
朝
議
郎
検
校
尚
書
戸
部
郎
中
兼
襄
州
別
駕
上
柱
国
韓
昶
自
為
墓
誌
銘
并
序
」
で
は
、
次

の
よ
う
に
記
す
。
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幼
而
就
學
、
性
寡
言
笑
、
不
爲
兒
戲
、
不
能
闇
記
書
、
至
年
長
不
能
通
誦
得
三
五
百
字
、
爲
同
學
所
笑
。
至
六
七
歲
、
未
解
把
筆

書
字
。
即
是
性
好
文
字
、
出
言
成
文
、
不
同
他
人
所
爲
。
張
籍
奇
之
、
爲
授
詩
、
時
年
十
餘
歲
、
日
通
一
卷
、
籍
大
奇
之
、
試
授

詩
、
童
皆
不
及
之
。
能
以
所
聞
、
曲
問
其
義
、
籍
往
往
不
能
答
。
受
詩
未
通
兩
三
卷
、
便
自
爲
詩
。
及
年
十
一
二
、
樊
宗
師
大
奇

之
。
宗
師
文
學
爲
人
之
師
、
文
體
與
常
人
不
同
、
昶
讀
慕
之
。
一
旦
爲
文
、
宗
師
大
奇
。
其
文
中
字
或
出
於
經
史
之
外
、
樊
讀
不

能
通
。
稍
長
、
愛
進
士
及
第
、
見
進
士
所
爲
之
文
與
樊
不
同
、
遂
改
體
就
之
、
欲
中
其
彙
。
年
至
二
十
五
、
及
第
釋
褐
。（『
唐
代

墓
誌
匯
編
』
二
三
二
九
頁
）

韓
昶
の
文
才
は
、
韓
愈
の
家
庭
教
育
の
成
果
で
あ
ろ
う
。
そ
の
師
事
す
る
張
籍
や
樊
宗
師
も
皆
韓
愈
と
同
じ
古
文
家
で
、
そ
の
た
め

韓
昶
の
文
章
は
、
か
な
り
早
い
段
階
で
流
行
の
作
風
と
一
線
を
画
し
て
い
た
。
韓
愈
も
こ
う
し
た
学
習
環
境
の
中
で
成
長
し
、
兄
の
韓

会
か
ら
学
問
を
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
韓
会
は
蕭
頴
士
や
李
華
の
称
賛
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
大
暦
中
は
中
書
舎
人
に
任
命
さ
れ
、
崔

祐
甫
や
梁
粛
と
共
に
古
文
の
大
家
と
し
て
聞
え
た
人
物
で
あ
る
。
韓
会
の
著
『
文
衡（

（1
（

』
の
一
節
を
挙
げ
よ
う
。

蓋
情
乘
性
而
萬
變
生
、
聖
人
知
變
之
無
齊
必
亂
、
乃
順
上
下
以
紀
物
、
爲
君
爲
臣
爲
父
爲
子
、
俾
皆
有
經
、
辯
道
德
仁
義
禮
智
信

以
管
其
情
、
以
復
其
性
、
此
文
所
由
作
也
。
故
文
之
大
者
統
三
才
、
理
萬
物
、
其
次
敍
損
益
、
助
教
化
、
其
次
陳
善
惡
、
備
勸
戒
。

始
伏
羲
盡
孔
門
、
從
斯
道
矣
。
後
之
學
者
日
離
於
本
、
或
浮
或
誕
、
或
僻
或
放
、
甚
者
以
靡
以
逾
以
蕩
以
溺
、
其
詞
巧
淫
、
其
音

輕
促
、
噫
、
啓
姦
導
邪
、
流
風
薄
義
斯
爲
甚
。
而
漢
魏
以
還
、
君
以
之
命
臣
、
父
以
之
命
子
、
論
其
始
則
經
制
之
道
老
莊
離
之
、

比
諷
之
文
屈
宋
離
之
、
紀
述
之
體
遷
固
敗
之
、
學
者
知
文
章
之
在
道
德
五
常
、
知
文
章
之
作
以
君
臣
父
子
、
簡
而
不
華
、
婉
而
無

爲
、
夫
如
是
則
聖
人
之
情
可
思
而
漸
也
。

韓
会
の
古
文
観
念
は
、
韓
愈
の
そ
れ
に
通
ず
る
だ
け
で
な
く
、
両
者
は
言
語
や
風
格
、
表
現
方
法
に
至
る
ま
で
近
似
し
て
お
り
、
韓

愈
の
学
問
は
、
こ
の
兄
の
伝
授
に
よ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
。
宣
州
時
代
は
ほ
ぼ
独
学
で
あ
っ
た
が
、
幼
少
期
に
受
け
た
家
庭

教
育
は
、
韓
愈
の
古
文
家
と
し
て
の
基
礎
を
確
実
に
育
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
韓
愈
は
、
少
年
時
代
の
学
習
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。今

有
人
生
二
十
八
年
矣
、
名
不
著
於
農
工
商
賈
之
版
、
其
業
則
讀
書
著
文
、
歌
頌
堯
舜
之
道
、
雞
鳴
而
起
、
孜
孜
焉
亦
不
爲
利
。
其

所
讀
皆
聖
人
之
書
、
楊
墨
釋
老
之
學
、
無
所
入
於
其
心
。
其
所
著
皆
約
六
經
之
旨
而
成
文
、
抑
邪
與
正
、
辨
時
俗
之
所
惑
、
居
窮
守
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約
、
亦
時
有
感
激
怨
懟
奇
怪
之
辭
、
以
求
知
於
天
下
、
亦
不
悖
於
教
化
、
妖
淫
諛
佞
譸
張
之
説
、
無
所
出
於
其
中
。（「
上
宰
相
書
」）

口
不
絕
吟
於
六
藝
之
文
、
手
不
停
披
於
百
家
之
編
。
記
事
者
必
提
其
要
、
纂
言
者
必
鉤
其
玄
。
貪
多
務
得
、
細
大
不
捐
。
焚
膏
油

以
繼
晷
、
恒
兀
兀
以
窮
年
。（「
進
学
解
」）

始
者
非
三
代
兩
漢
之
書
不
敢
觀
、
非
聖
人
之
志
不
敢
存
。（「
答
李
翊
書
」）

僕
少
好
學
問
、
自
五
經
之
外
、
百
氏
之
書
、
未
有
聞
而
不
求
、
得
而
不
觀
者
。（「
答
侯
継
書
」）

こ
の
よ
う
に
、
韓
愈
の
学
問
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
紛
れ
も
な
く
先
秦
両
漢
の
著
作
で
あ
り
、
こ
れ
も
韓
会
の
論
と
一
致
し
て
い
る
。

先
秦
儒
家
の
経
典
を
文
章
の
範
と
す
る
こ
と
は
、
韓
愈
が
学
習
開
始
と
同
時
に
培
っ
た
文
学
意
識
で
、『
文
選
』
を
基
本
教
材
と
し
て
専

ら
辞
賦
を
学
ぶ
当
時
の
文
風
と
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
韓
愈
の
文
章
と
、
辞
賦
や
駢
偶
を
主
流
と
す
る
当
時
の
模
範

的
な
試
験
答
案
と
の
間
に
は
大
き
な
隔
絶
が
生
じ
、
結
果
、
韓
愈
は
落
第
を
重
ね
た
の
だ
っ
た
。

宣
城
を
離
れ
て
上
京
す
る
と
、
韓
愈
も
こ
の
隔
た
り
に
気
付
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
答
崔
立
之
書
」
で
は
、
自
ら
の
信
念
と
流
行

の
作
風
と
の
葛
藤
を
、
次
の
よ
う
に
吐
露
す
る
。

雖
不
得
仕
、
人
或
謂
之
能
焉
。
退
自
取
所
試
讀
之
、
乃
類
於
俳
優
者
之
辭
、
顏
忸
怩
而
心
不
寧
者
數
月
。
既
已
爲
之
、
則
欲
有
所

成
就
。『
書
』
所
謂
「
恥
過
作
非
」
者
也
、
因
復
求
舉
、
亦
無
幸
焉
。
乃
復
自
疑
、
以
爲
所
試
與
得
之
者
、
不
同
其
程
度
。
及
得
觀

之
、
余
亦
無
甚
愧
焉
。

文
中
、
韓
愈
は
駢
文
を
俳
優
の
辞
と
見
な
し
、
強
い
抵
抗
感
を
打
ち
明
け
る
。
そ
も
そ
も
彼
が
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
古
文
と
、
流

行
の
文
体
で
あ
る
駢
文
は
、
彼
自
身
「
答
李
翊
書
」
の
中
で
「
其
觀
於
人
、
不
知
其
非
笑
之
爲
非
笑
也
。
︙
︙
其
觀
於
人
也
、
笑
之
則

以
爲
喜
、
譽
之
則
以
爲
憂
、
以
其
猶
有
人
之
説
者
存
也
。
如
是
者
亦
有
年
、
然
後
浩
乎
其
沛
然
矣
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
両
者
は
文
学

観
念
だ
け
で
な
く
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
や
学
習
方
法
す
ら
異
な
り
、
例
え
ば
対
偶
と
リ
ズ
ム
に
特
に
拘
る
駢
文
と
、
散
文
を
主
と
す
る
古

文
で
は
、
読
み
方
も
全
く
違
う
。
そ
の
た
め
古
文
を
重
視
す
る
韓
愈
か
ら
す
る
と
、
駢
偶
の
文
章
は
倡
優
の
類
の
語
で
あ
り
、
駢
文
を

学
ぶ
都
の
学
生
か
ら
す
る
と
、
韓
愈
の
文
章
の
語
気
は
時
代
遅
れ
に
映
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
彼
が
宣
城
で
学
問
修
業
を
行
っ

た
た
め
に
生
じ
た
苦
悩
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
れ
に
は
、
宣
州
の
文
化
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
乱
以
降
多
く
の
中
原
士
族
が
一
族
で
南
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遷
し
た
が
、
そ
の
際
彼
ら
の
家
族
文
化
ご
と
江
南
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
彼
ら
は
新
た
な
土
地
で
復
古
的
な
文
化
環
境
を
再
形
成
し
、
天

宝
期
の
蕭
頴
士
や
李
華
を
代
表
と
す
る
古
文
家
の
思
想
観
念
を
継
承
し
た
。
中
で
も
傑
出
し
て
い
た
の
は
、
李
棲
筠
、
独
孤
及
、
陳
少

遊
ら
で
あ
る
。
李
棲
筠
と
独
孤
及
が
州
学
を
再
建
し
、
陳
少
游
が
経
学
を
重
ん
じ
て
趙
匡
や
陸
質
ら
を
推
挙
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
、

筆
者
は
既
に
別
稿
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い（

（1
（

。
本
論
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
当
時
の
宣
州
刺
史
ら
に
も
皆
共
通
し
て
そ
の
よ
う

な
復
古
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
韓
愈
の
学
問
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

興
元
年
間
か
ら
貞
元
初
に
か
け
て
宣
州
刺
史
の
任
に
あ
っ
た
孫
会
は
、
ま
さ
に
そ
の
一
人
と
言
え
る
。
孫
会
は
、
開
元
か
ら
天
宝
年

間
に
お
い
て
古
文
運
動
の
先
駆
的
存
在
で
あ
っ
た
孫
逖
の
甥
で
あ
る
。『
新
唐
書
』
の
孫
逖
伝
は
、
次
の
よ
う
に
記
す（

（1
（

。

逖
幼
有
文
、
屬
思
警
敏
。
年
十
五
、
見
雍
州
長
史
崔
日
用
、
令
賦
土
火
爐
、
援
筆
成
篇
、
理
趣
不
凡
、
日
用
駭
歎
、
遂
與
定
交
。

舉
手
筆
俊
拔
、
哲
人
奇
士
、
隱
淪
屠
釣
及
文
藻
宏
麗
等
科
。
開
元
十
年
、
又
舉
賢
良
方
正
。
玄
宗
御
洛
城
門
引
見
、
命
戸
部
郎
中

蘇
晉
等
第
其
文
異
等
、
擢
左
拾
遺
。
張
説
命
子
均
、
垍
往
拜
之
。
李
邕
負
才
、
自
陳
州
入
計
、
裒
其
文
示
逖
。
李
暠
鎮
太
原
、
表

置
幕
府
。
以
起
居
舍
人
入
爲
集
賢
院
修
撰
。
時
海
内
少
事
、
帝
賜
群
臣
十
日
一
燕
、
宰
相
蕭
嵩
會
百
官
賦
「
天
成
」、「
玄
澤
」、「
終

南
有
山
」、「
楊
之
華
」、「
三
月
」、「
英
英
有
蘭
」、「
和
風
」、「
嘉
木
」
等
詩
八
篇
、
繼
「
雅
」、「
頌
」
體
、
使
逖
序
所
以
然
。
改

考
功
員
外
郎
、
取
顏
眞
卿
、
李
華
、
蕭
穎
士
、
趙
驊
等
、
皆
海
内
有
名
士
。

孫
逖
の
学
問
は
そ
の
後
も
広
く
継
承
さ
れ
、
梁
粛
の
「
賀
蘇
常
二
孫
使
君
鄰
郡
詩
序
」
で
は
、
孫
逖
の
子
孫
が
江
南
に
お
い
て
儒
風

の
普
及
に
尽
力
し
た
と
述
べ
る（

（1
（

。
な
お
詩
題
に
あ
る
「
二
孫
使
君
」
は
、
孫
逖
の
甥
で
常
州
刺
史
の
孫
会
と
、
孫
逖
の
子
で
蘇
州
刺
史

の
孫
成
の
両
名
を
指
す
。

二
公
修
懿
文
之
烈
、
成
變
魯
之
政
、
地
無
夾
河
之
阻
、
人
有
同
舟
之
樂
、
抑
近
古
未
之
有
也
。
︙
︙
興
元
、
貞
元
間
、
偕
以
治
行

聞
。
天
子
器
之
、
於
是
仲
有
吳
苑
之
寄
、
伯
受
晉
陵
之
命
。
自
庱
亭
以
東
、
御
兒
以
北
、
面
五
湖
、
負
大
江
、
列
城
十
二
縣
、
環

地
二
千
里
、
政
教
同
和
、
風
雨
同
節
、
禮
讓
同
俗
、
熙
熙
然
有
太
平
之
風
。
每
歲
土
膏
將
起
、
場
功
向
畢
、
二
公
各
約
車
輿
、
將

命
者
十
數
人
、
循
行
邑
里
、
勞
之
斯
耕
、
喻
之
斯
藏
。
民
樂
其
教
、
且
飽
其
和
、
然
後
用
籩
豆

斝
展
友
愛
於
交
壤
之
次
。
綽
綽

怡
怡
、
有
裕
有
歡
。

李
萼
は
顔
真
卿
の
弟
子
で
、
李
萼
が
「
二
孫
鄰
郡
詩
」
を
作
っ
た
の
も
、
師
で
あ
る
顔
真
卿
と
孫
一
族
と
の
密
接
な
関
係
に
起
因
す



宣
城
修
業
時
代
の
韓
愈

75

る
。
当
時
、
こ
れ
に
呼
応
し
た
総
勢
三
十
七
名
の
文
人
が
こ
の
詩
に
和
し
、
江
南
の
文
壇
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。
こ
れ
は
、
江
南
に

寄
荘
す
る
中
原
士
大
夫
ら
の
文
学
活
動
の
活
発
さ
を
如
実
に
示
し
て
い
よ
う
。
彼
ら
は
互
い
に
協
力
し
、
一
丸
と
な
っ
て
復
古
の
気
運

を
高
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
韓
愈
の
師
で
あ
っ
た
梁
粛
は
、
大
暦
年
間
に
独
孤
及
に
師
事
し
、
そ
の
独
孤
及
は
天
宝
年
間
に

蕭
穎
士
や
李
華
に
師
事
し
、
更
に
李
華
と
蕭
穎
士
は
孫
逖
に
師
事
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
江
南
に
お
け
る
古
文
運
動
の
先
導
者
た

ち
は
、
文
学
的
主
張
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
間
に
は
緊
密
な
交
遊
と
明
確
な
師
弟
関
係
が
存
在
し
た
。
当
時
宣
州
の

統
治
に
あ
た
っ
た
孫
会
も
、
い
わ
ゆ
る
「
崇
儒
好
古
」
の
人
物
で
、
若
い
韓
愈
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、
孫
会
の
子
、

孫
公
義
が
長
慶
年
間
に
韓
愈
と
知
友
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
馮
牢
の
「
孫
公
義
墓
誌
」
は
、
孫
一
族
と
韓
愈
の
関
係
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

祖
遹
、
皇
左
羽
林
軍
兵
曹
、
贈
秘
書
少
監
。
父
會
、
皇
郴
、
溫
、
廬
、
宣
、
常
五
州
刺
史
、
贈
工
部
尚
書
。
︙
︙
公
即
常
州
第
二

子
也
。
幼
而
嗜
學
、
長
能
屬
文
、
尤
以
博
識
書
判
爲
己
任
。
年
十
四
、
初
通
兩
經
、
隨
郷
薦
上
第
。
未
及
弱
冠
、
遽
失
恃
怙
。
長

兄
不
事
家
計
、
諸
弟
尚
復
幼
稚
。
公
以
負
荷
至
重
、
他
進
不
得
、
遂
即
以
前
明
經
調
補
揚
州
天
長
縣
尉
。
有
替
、
校
考
不
足
、
重

任
江
陽
主
簿
、
由
主
簿
授
婺
州
錄
事
參
軍
。
覆
獄
得
冤
狀
、
爲
太
守
王
公
仲
舒
知
、
辟
倅
軍
事
。
時
元
和
末
載
、
相
國
蕭
公
俛
始

持
國
政
、
方
汲
引
時
彥
、
特
敕
拜
公
爲
憲
臺
主
簿
、
方
議
朝
選
。
屬
殿
内
御
史
有
以
自
高
者
、
惡
非
其
黨
、
將
不
我
容
。
公
以
爲

道
不
可
自
屈
、
即
直
疏
其
事
、
置
之
憲
長
故
相
國
贊
皇
公
、
是
日
解
冠
長
告
、
堅
臥
私
室
。
贊
皇
披
文
、
聳
聽
、
益
固
其
知
、
以

公
之
志
不
可
奪
、
因
白
執
政
授
京
兆
府
戸
曹
、
由
戸
曹
爲
咸
陽
令
、
曆
四
尹
、
皆
以
政
事
見
遇
、
尤
爲
韓
公
愈
、
劉
公
栖
楚
信
重

之
。
昌
黎
得
畿
官
簿
書
不
能
決
去
疑
滯
者
、
必
始
質
信
於
公
、
然
後
行
下
其
事
。
河
間
當
時
威
。
豪
右
、
自
以
明
爲
己
任
、
每
有

情
僞
未
分
、
關
人
性
命
者
、
亦
常
先
議
于
公
、
諸
曹
已
下
但
承
命
而
行
、
假
鼻
而
息
耳
。（
呉
鋼
主
編
『
全
唐
文
補
遺
』
三
四
八

頁
、
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）

韓
愈
が
京
兆
尹
で
あ
っ
た
時
、
孫
公
義
は
韓
愈
の
部
下
に
あ
た
る
京
兆
府
戸
曹
及
び
咸
陽
令
の
職
に
あ
っ
た
。
部
下
で
あ
る
孫
公
義

を
韓
愈
が
こ
れ
ほ
ど
重
ん
じ
た
の
は
、
や
は
り
彼
の
父
、
孫
会
に
対
す
る
敬
重
の
念
か
ら
で
あ
ろ
う
。
孫
公
義
は
韓
愈
の
三
歳
年
長
で
、

そ
の
交
流
は
恐
ら
く
宣
州
で
の
修
業
時
代
に
遡
る
。
当
時
は
山
東
士
族
も
多
く
江
南
に
寓
居
し
て
お
り
、
兄
韓
会
が
「
四
夔
」
と
し
て

活
躍
す
る
傍
ら
、
少
年
韓
愈
も
ま
た
独
自
の
交
遊
集
団
を
形
成
し
、
李
陽
冰
の
子
弟
や
孫
公
義
ら
と
親
交
を
深
め
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
韓
愈
と
蕭
存
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。
韓
愈
は
晩
年
、
袁
州
か
ら
帰
京
す
る
際
、
わ
ざ
わ
ざ
廬
山
に
立
ち
寄
り
蕭

存
の
子
孫
を
訪
ね
て
い
る
。『
新
唐
書
』
の
蕭
存
伝
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

（
蕭
）
存
、
字
伯
誠
、
亮
直
有
父
風
、
能
文
辭
、
與
韓
會
、
沈
既
濟
、
梁
肅
、
徐
岱
等
善
。
浙
西
觀
察
使
李
栖
筠
表
常
熟
主
簿
。
顏

眞
卿
在
湖
州
、
與
存
及
陸
鴻
漸
等
討
摭
古
今
韻
字
所
原
、
作
書
數
百
篇
。
建
中
初
、
由
殿
中
侍
御
史
四
遷
比
部
郎
中
。
︙
︙
去
官
、

風
痹
卒
。
韓
愈
少
爲
存
所
知
、
自
袁
州
還
、
過
存
廬
山
故
居
。
而
諸
子
前
死
、
惟
一
女
在
、
爲
經
贍
其
家
。

こ
れ
は
、
趙
璘
の
『
因
話
録
』
巻
三
の
記
事
に
基
づ
い
て
お
り
、

韓
文
公
少
時
、
常
受
蕭
金
部
知
賞
。
及
自
袁
州
入
爲
國
子
祭
酒
、
途
經
江
州
、
因
遊
廬
山
、
過
金
部
山
居
、
訪
知
諸
子
凋
謝
、
惟

二
女
在
。
因
賦
詩
曰
、「
中
郎
有
女
能
傳
業
、
伯
道
無
兒
可
主
家
、
今
日
匡
山
過
舊
隱
、
空
將
衰
淚
對
煙
霞
。」
留
百
縑
以
拯
之
。

と
あ
る
。
趙
璘
は
「
功
曹
（
蕭
穎
士
）
以
其
子
妻
門
人
柳
君
諱
澹
、
字
中
庸
、
即
余
之
外
王
父
也
」
と
、
彼
の
外
祖
父
が
蕭
存
の
姉
婿

で
あ
っ
た
と
記
し
て
お
り
、
資
料
の
信
頼
性
は
高
い
。
ま
た
符
載
の
「
尚
書
比
部
郎
中
蕭
府
君
墓
誌
銘
」
で
は
、
更
に
詳
述
さ
れ
る
。

君
即
功
曹
之
子
也
、
稟
乾
坤
清
粹
之
氣
、
聚
而
爲
德
義
、
散
而
爲
識
度
、
行
可
以
輔
教
、
才
可
以
拯
時
、
大
抵
根
儒
術
、
尚
名
理
、

喜
言
人
之
善
、
鋤
人
之
惡
、
其
餘
九
流
百
氏
、
質
文
沿
革
、
雖
千
古
夐
絕
、
如
以
眸
子
視
左
右
掌
也
。
大
曆
初
、
與
昌
黎
韓
愈
、

天
水
趙
贊
、
博
陵
崔
造
素
友
善
齊
名
。
李
大
夫
棲
筠
領
浙
西
、
掇
華
刈
楚
、
遂
奏
授
蘇
州
常
熟
縣
主
簿
。
顏
太
師
眞
卿
典
吳
興
、

纂
文
編
韻
、
延
納
以
修
術
之
任
。
宰
相
劉
公
晏
司
轉
運
、
與
能
咨
畫
、
奏
授
左
金
吾
衞
兵
曹
參
軍
。
明
年
遷
廷
尉
評
、
建
中
包
諫

議
佶
掌
鹽
鐵
、
聆
風
欽
舊
、
奏
授
監
察
御
史
。
明
年
轉
殿
中
侍
御
史
。
自
貞
元
元
年
夏
至
十
年
春
、
凡
再
爲
侍
御
史
、
四
爲
尚
書

郎
︙
︙
今
相
國
齊
公
抗
、
河
南
尹
張
式
、
給
事
許
孟
容
、
鄭
郢
州
正
則
、
兵
部
楊
郎
中
憑
、
憑
弟
吏
部
郎
中
凝
、
盧
輔
闕
景
亮
、

陸
殿
中
澧
、
投
分
許
與
、
期
於
莫
逆
。（『
全
唐
文
』
巻
691
）

大
暦
初
は
韓
愈
の
出
生
以
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
文
中
に
韓
愈
と
あ
る
の
は
韓
会
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
蕭
穎
士
は
、
戦
乱
中
江
南

に
避
難
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
任
官
初
期
に
は
江
南
や
淮
南
一
帯
の
地
方
官
を
歴
任
し
、
彼
の
家
族
も
江
南
に
寄
荘
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
大
暦
の
初
め
に
韓
会
と
交
遊
が
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
韓
愈
が
「
少
爲
存
所
知
」
と
な
っ
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
の

宣
州
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
韓
会
は
蕭
存
と
の
交
流
を
通
し
て
蕭
穎
士
の
文
学
観
念
を
学
び
、
更
に
そ
れ
は
家
庭
教
育
に
よ
っ
て
韓
愈

へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
韓
愈
は
宣
州
で
推
挙
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宣
州
地
方
官
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
。「
答
崔
立
之
書
」
で
は
、

僕
始
年
十
六
七
時
、
未
知
人
事
、
讀
聖
人
之
書
︙
︙
及
年
二
十
時
︙
︙
因
詣
州
縣
求
舉
。
有
司
者
好
惡
出
於
其
心
、
四
舉
而
後
有

成
、
亦
未
即
得
仕
。
聞
吏
部
有
以
博
學
宏
辭
選
者
、
人
尤
謂
之
才
、
且
得
美
仕
。
就
求
其
術
、
或
出
所
試
文
章
、
亦
禮
部
之
類
、

私
怪
其
故
、
然
猶
樂
其
名
、
因
又
詣
州
府
求
舉
、
凡
二
試
於
吏
部
、
一
既
得
之
、
而
又
黜
於
中
書
。

と
あ
る
。
但
し
文
中
に
述
べ
る
受
験
の
経
緯
に
つ
い
て
は
多
少
誇
張
が
あ
ろ
う
。
二
十
歳
で
上
京
し
た
と
い
う
の
も
、
他
所
で
の
記
述

と
異
な
る
。
例
え
ば
「
祭
十
二
郎
文
」
で
は
「
我
年
十
九
、
始
來
京
城
」
と
し
、「
贈
族
侄
」
で
は
「
我
年
十
八
九
、
壯
氣
起
胸
中
。
作

書
獻
雲
闕
、
辭
家
逐
秋
蓬
」
と
し
、
ま
た
「
欧
陽
生
哀
辞
」
で
は
「
貞
元
三
年
、
余
始
至
京
師
」
と
す
る
。
従
来
の
説
に
拠
る
と
、
韓

愈
は
お
よ
そ
十
九
歳
の
秋
に
宣
州
を
離
れ
、
二
十
歳
で
都
に
到
着
し
、
後
に
再
び
宣
州
に
戻
り
推
挙
を
求
め
た
と
さ
れ
る
。
貞
元
二
年

か
ら
八
年
に
か
け
て
、
韓
愈
は
「
四
挙
」
の
経
歴
が
あ
り
、
ま
た
貞
元
九
年
か
ら
十
一
年
に
は
三
度
薦
挙
さ
れ
て
、
博
学
宏
詞
科
の
制

挙
を
受
け
て
い
る
。
例
年
各
州
の
推
薦
者
は
限
ら
れ
、『
唐
六
典
』
巻
30
の
三
府
督
護
州
県
官
吏
、
功
曹
司
功
参
軍
の
条
で
は
、「
凡
貢

擧
人
、
有
博
識
高
才
、
強
學
待
問
、
無
失
俊
選
者
爲
秀
才
。
通
二
經
已
上
者
爲
明
經
。
明
閑
時
務
、
精
熟
一
經
者
爲
進
士
、
通
達
律
令

者
爲
明
法
。
其
人
正
直
清
修
、
名
行
孝
義
、
旌
表
門
閭
、
堪
理
時
務
、
亦
隨
賓
貢
、
爲
孝
弟
力
田
。
凡
貢
人
、
上
州
歲
貢
三
人
、
中
州

二
人
、
下
州
一
人
。
若
有
茂
才
異
等
、
亦
不
抑
以
常
數
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
上
州
に
属
す
る
宣
州
は
、
毎
年
三
名
の
定
員
を
有
し
、

し
か
も
競
争
率
は
決
し
て
高
く
な
か
っ
た
。
韓
愈
が
宣
州
で
幾
度
も
推
挙
を
得
ら
れ
た
の
は
、
無
論
彼
の
成
績
が
優
秀
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
好
条
件
も
後
押
し
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
韓
愈
は
宣
州
刺
史
ら
と
親
交
が
あ
り
、
推
挙
獲
得
の
背
景
に

は
、
実
は
彼
ら
の
特
別
な
計
ら
い
が
あ
っ
た
。

『
唐
刺
史
考
』
等
に
拠
る
と
、
興
元
か
ら
貞
元
三
年
（
784－
787
）
に
か
け
て
宣
州
刺
史
の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
孫
会
、
皇
甫
政
、
劉
賛

の
三
人
で
、
恐
ら
く
全
員
が
韓
愈
を
推
挙
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
孫
会
と
韓
愈
の
関
係
は
既
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
皇
甫
政
に

関
し
て
は
伝
記
資
料
が
少
な
く
、『
旧
唐
書
』
徳
宗
紀
に
「（
貞
元
三
年
正
月
）
宣
州
刺
史
皇
甫
政
爲
越
州
刺
史
、
浙
東
觀
察
使
」
と
、

ま
た
『
嘉
泰
会
稽
志
』
巻
二
に
「
皇
甫
政
、
貞
元
三
年
二
月
自
權
知
宣
州
刺
史
授
。
十
三
年
三
月
改
太
子
賓
客
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る

が
、
独
孤
及
の
「
福
州
都
督
府
新
学
碑
銘
」
に
、「
判
官
膳
部
員
外
郎
兼
侍
御
史
安
定
皇
甫
政
、
殿
中
侍
御
史
潁
川
韓
贄
、
監
察
御
史
河

南
長
孫
繪
、
率
門
人
、
部
從
事
、
州
佐
、
縣
尹
相
與
議
、
以
公
之
功
績
、
明
示
後
世
。
謂
及
嘗
同
司
諫
之
列
、
宜
備
知
盛
德
善
政
、
見
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託
論
譔
、
以
實
錄
刻
石
」（『
全
唐
文
』
巻
390
）
と
あ
り
、
皇
甫
政
が
大
暦
十
年
頃
に
福
州
都
督
と
し
て
李
椅
の
判
官
を
務
め
、
独
孤
及

と
は
同
僚
の
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
彼
が
復
古
思
想
を
持
つ
中
原
士
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
崔
祐
甫
の
「
広
喪
朋
友

義
」
は
、
皇
甫
政
の
為
人
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

殿
中
侍
御
史
安
定
皇
甫
政
、
字
公
理
、
故
尚
書
左
丞
之
子
、
文
行
兼
茂
、
不
忝
前
烈
、
雅
度
精
識
、
其
儔
蓋
寡
。
祐
甫
昔
年
嘗
爲

左
丞
使
介
、
而
公
理
又
余
之
族
甥
、
故
狎
焉
。
大
曆
七
年
、
余
寓
滁
、
而
公
理
寓
楚
、
適
有
來
訊
、
示
余
以
所
著
「
喪
朋
友
議
」、

余
美
其
重
禮
義
、
有
古
之
遺
範
、
瞻
望
德
門
、
軌
躅
無
替
、
亦
感
思
者
之
所
慰
幸
也
。
公
理
又
諗
余
曰
、「
政
自
從
事
於
文
、
舅
氏

未
嘗
以
一
言
見
誨
、
豈
所
望
哉
。
盍
示
今
議
之
利
病
猗
歟
。」
公
理
年
未
四
十
、
班
在
赤
墀
、
簪
筆
持
簡
、
爲
王
近
臣
。
頃
又
佐
廉

問
、
董
淮
海
之
部
、
名
遂
矣
、
權
厚
矣
。
固
當
緩
步
闊
視
、
光
車
美
服
、
爲
貴
爲
達
而
已
矣
。
乃
不
遺
我
諛
狹
、
不
略
我
衰
憊
、

念
噬
膚
之
戚
、
收
門
吏
之
舊
、
周
爰
諮
詢
、
以
師
道
見
待
。
吾
亦
何
有
、
但
美
子
之
求
益
不
倦
。
雖
一
勺
而
進
、
可
以
浸
天
壤
。

一
卷
之
多
、
可
以
鎭
方
域
。
況
其
渺
彌
既
廣
、
嶄
崒
已
峻
、
增
之
廓
之
、
於
成
名
乎
必
矣
。
皇
甫
氏
有
子
哉
。（『
全
唐
文
』
巻
409
）

崔
祐
甫
と
常
袞
は
、
大
暦
末
か
ら
貞
元
初
に
か
け
て
文
壇
を
先
導
し
、
文
風
の
改
革
を
行
い
、
進
ん
で
好
古
の
士
を
推
挙
し
た
人
物

で
あ
る
。
文
中
、
崔
祐
甫
は
皇
甫
政
を
「
重
禮
義
、
有
古
之
遺
範
」
と
評
し
、
同
志
と
見
な
す
。
柳
宗
元
も
「
先
君
石
表
陰
先
友
記
」

の
中
で
「
皇
甫
政
、
河
南
人
。
有
威
儀
、
由
浙
東
廉
使
爲
太
子
賓
客
」（『
柳
宗
元
集
』
巻
12
）
と
挙
げ
て
お
り
、
皇
甫
政
と
柳
宗
元
及

び
そ
の
父
が
文
化
的
立
場
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
関
連
文
献
か
ら
、
皇
甫
政
が
韓
愈
一
族
と
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
即
ち
梁
粛
「
鄭
州
新
鄭
県
尉
安
定
皇
甫
君
墓
誌
銘
」
に
、「
唐
州
長
史
某
之
第
三
子
、
尚
書
左
丞
侁
之
愛
弟

︙
︙
左
丞
嗣
子
兵
部
郎
中
政
、
實
營
護
喪
事
」（『
全
唐
文
』
巻
521
）
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
皇
甫
政
は
皇
甫
侁
の
子
で
、
前
出
の

李
白
「
武
昌
宰
韓
君
去
思
頌
碑
并
序
」
に
「
本
道
採
訪
大
使
皇
甫
公
侁
聞
而
賢
之
、
擢
佐
輶
軒
、
多
所
弘
益
」
と
あ
る
よ
う
に
、
皇
甫

侁
は
韓
愈
の
父
、
韓
仲
卿
の
武
昌
令
時
代
の
上
司
で
あ
っ
た
。
そ
の
息
子
の
皇
甫
政
が
宣
州
剌
史
に
着
任
し
た
際
、
父
の
部
下
の
子
弟

で
あ
る
韓
愈
を
目
に
掛
け
る
の
は
極
め
て
自
然
な
振
る
舞
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
大
暦
七
年
、
皇
甫
政
が
四
十
歳
の
頃
に
は
、
韓
会
と
同

僚
の
関
係
に
な
っ
て
お
り
、
宣
州
在
任
中
、
韓
愈
の
よ
う
な
古
文
を
重
ん
じ
る
学
士
を
推
挙
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い（

（1
（

。

ま
た
、
劉
賛
は
貞
元
三
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
出
仕
し
、
そ
の
官
署
は
「
朝
議
大
夫
、
使
持
節
宣
州
諸
軍
事
守
宣
州
刺
史
、
兼
御

史
中
丞
、
充
宣
歙
池
等
州
都
團
練
觀
察
處
置
採
石
軍
等
使
、
彭
城
縣
開
國
男
、
賜
紫
金
魚
袋
」
で
あ
っ
た（

（1
（

。『
旧
唐
書
』
劉
滋
と
の
合
伝
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を
挙
げ
よ
う
。

贊
、
大
曆
中
左
散
騎
常
侍
彙
之
子
。
少
以
資
蔭
補
吏
、
累
授
鄠
縣
丞
、
宰
相
杜
鴻
漸
自
劍
南
還
朝
、
途
出
於
鄠
、
贊
儲
供
精
辦
。

鴻
漸
判
官
楊
炎
以
贊
名
儒
之
子
、
薦
之
、
累
授
侍
御
史
、
浙
江
觀
察
判
官
。
楊
炎
作
相
、
擢
爲
歙
州
刺
史
、
以
勤
幹
聞
。
有
老
婦

人
捃
拾
榛
藂
間
、
猛
獸
將
噬
之
、
幼
女
號
呼
搏
獸
而
救
之
、
母
子
俱
免
。
宣
歙
觀
察
使
韓
滉
表
其
異
行
、
加
金
紫
之
服（

（1
（

、
再
遷
常

州
刺
史
。
韓
滉
入
相
、
分
舊
所
統
爲
三
道
、
以
贊
爲
宣
州
刺
史
、
兼
御
史
中
丞
、
宣
歙
池
都
團
練
觀
察
使
。
贊
在
宣
州
十
餘
年
。

贊
祖
子
玄
、
開
元
朝
一
代
名
儒
、
父
彙
博
涉
經
史
、
唯
贊
不
知
書
、
但
以
強
猛
立
威
、
官
吏
畏
之
、
重
足
一
迹
。
宣
爲
天
下
沃
饒
、

贊
久
爲
廉
察
、
厚
斂
殖
貨
、
務
貢
奉
以
希
恩
。
子
弟
皆
虧
庭
訓
、
雖
童
年
稚
齒
、
便
能
侮
易
驕
人
、
人
士
鄙
之
。

劉
賛
は
史
学
家
劉
知
幾
の
孫
で
、
劉
彙
の
子
で
あ
る
。
劉
一
族
は
当
時
最
も
由
緒
あ
る
家
柄
の
一
つ
で
、
劉
知
幾
の
六
人
の
息
子
は

皆
学
者
と
し
て
大
成
し
、
い
ず
れ
も
著
作
が
あ
る
。
但
し
劉
賛
自
身
は
出
世
に
貪
欲
な
酷
吏
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
し
か
も
子
弟
の
家
庭

教
育
が
疎
か
で
あ
っ
た
と
の
批
判
も
あ
る
が
、
一
方
で
孝
女
の
行
い
を
表
彰
し
て
人
々
の
称
賛
を
得
て
お
り
、
や
は
り
劉
知
幾
の
儒
教

精
神
を
身
に
つ
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
全
唐
詩
』
巻
280
に
収
め
る
盧
綸
の
「
至
徳
中
贈
内
兄
劉
賛
」
で
は
、「
時
難
訪

親
戚
、
相
見
喜
還
悲
。
好
學
年
空
在
、
從
戎
事
已
遲
。
聽
琴
泉
落
處
、
步
履
雪
深
時
。
惆
悵
多
邊
信
、
青
山
共
有
期
」
と
、
至
徳
年
間
、

盧
綸
が
ま
だ
無
官
だ
っ
た
頃
に
、
義
兄
の
劉
賛
と
学
問
や
隠
遁
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
ひ
と
と
き
を
懐
旧
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

劉
賛
が
全
く
無
教
養
の
人
物
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
『
全
唐
文
補
遺
』
千
唐
誌
斎
新
蔵
専
輯
に
収
め
る
李
宗
閔
の
「
唐
故

河
南
府
士
曹
彭
城
劉
君
墓
銘
並
序
」
は
、
劉
賛
の
子
劉
勝
孫
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

君
諱
勝
孫
、
字
尚
嗣
、
彭
城
叢
亭
里
人
也
。
其
先
出
自
漢
宣
帝
之
第
三
子
曰
囂
、
實
封
于
楚
、
是
爲
孝
王
。
其
後
子
孫
多
以
儒
顯
。

魏
齊
之
間
、
世
掌
天
官
。
至
君
之
大
王
父
曰
子
玄
、
仕
於
中
宗
、
玄
宗
朝
、
有
大
名
。
爲
左
散
騎
常
侍
、
在
太
史
三
十
餘
年
。
以

勞
封
居
巢
伯
、
卒
贈
工
部
尚
書
、
諡
曰
文
。
子
彙
、
別
封
彭
城
侯
、
爲
左
散
騎
常
侍
、
卒
贈
尚
書
右
僕
射
。
子
替
、
嗣
爲
御
史
大

夫
、
觀
察
宣
歙
池
、
卒
贈
吏
部
尚
書
、
諡
曰
敬
。
君
用
名
家
子
入
弘
文
館
爲
諸
生
、
以
父
任
參
楊
州
大
都
督
府
軍
事
、
司
徒
公
佑

鎮
揚
州
、
愛
君
年
少
有
立
、
署
節
度
巡
官
。
丁
敬
公
憂
、
居
喪
以
孝
聞
。
李
説
爲
河
東
節
度
、
表
爲
推
官
、
拜
左
武
衞
胄
曹
。
説

死
、
鄭
儋
因
之
、
署
爲
觀
察
支
使
。
儋
死
、
嚴
綬
因
之
、
表
爲
節
度
判
官
。
歷
大
理
評
事
、
監
察
御
史
。
君
在
河
東
凡
十
年
、
府

三
變
而
君
輒
留
、
皆
以
直
道
、
故
人
無
間
言
。
丁
太
夫
人
憂
、
復
以
孝
聞
。
左
僕
射
餘
慶
留
守
東
都
、
以
其
行
薦
于
朝
廷
。
詔
未
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報
、
會
嚴
綬
爲
荊
南
節
度
、
又
請
君
爲
判
官
、
拜
殿
中
侍
御
史
内
供
奉
。
時
監
軍
使
挾
恩
作
威
、
稍
侵
綬
政
。
綬
不
能
制
、
君
敷

以
道
析
之
、
遂
爲
其
中
傷
、
召
至
闕
下
。
︙
︙
禮
部
尚
書
播
爲
盬
鐵
轉
運
使
、
以
君
守
法
不
阿
、
請
君
知
宣
歙
池
三
州
院
事
。
與

本
道
觀
察
使
不
相
能
、
乃
棄
職
歸
。
︙
︙
凡
生
六
子
、
男
三
人
、
女
三
人
。
長
男
曰
仁
靖
、
前
弘
文
館
明
經
、
年
十
四
矣
、
長
女

適
榮
陽
鄭
繟
、
先
君
而
終
、
其
餘
童
稚
未
名
、
自
孝
王
至
敬
公
皆
葬
彭
城
。
今
彭
城
有
兵
、
不
克
歸
。
其
年
八
月
廿
一
日
、
權
窆

君
於
龍
門
、
以
須
時
也
。
君
之
伯
氏
、
殿
中
侍
御
史
茂
孫
、
仁
而
賢
、
哀
其
弟
不
遂
、
欲
其
名
傳
於
無
窮
、
乃
脱
其
左
驂
、
因
其

季
懿
孫
、
請
余
爲
誌
。
余
故
與
嗣
居
巢
伯
敦
質
善
。
蓋
敦
質
於
君
從
祖
兄
也
。
貞
元
中
、
數
以
君
之
昆
弟
友
愛
、
爲
余
道
之
。
余

追
思
亡
友
之
言
、
又
受
仁
人
之
請
、
乃
爲
之
銘
曰
、「
漢
氏
諸
劉
、
叢
亭
最
佳
、
以
時
宣
理
、
以
德
囂
多
、
曄
曄
居
巢
、
爲
我
國

華
、
父
作
子
述
、
其
書
滿
家
、
惟
此
士
曹
、
繼
志
無
頗
、
兄
弟
四
人
、
孝
友
雍
和
、
亦
即
從
事
、
南
荊
北
并
。
逄
邪
斯
觸
、
直
道

以
行
、
乃
掾
于
周
、
乃
職
于
宣
。
有
害
吾
法
、
從
而
去
焉
。
我
聞
爲
善
、
蒙
祐
于
天
、
君
之
所
履
、
官
貴
而
年
、
今
則
已
矣
、
何

相
戾
然
。
刻
石
爲
文
、
以
盛
其
傳
。」

 

劉
勝
孫
は
、
若
く
し
て
弘
文
館
に
入
り
、
杜
佑
の
巡
官
と
な
っ
た
後
、
丁
憂
に
際
し
孝
を
も
っ
て
名
声
を
得
、
喪
が
明
け
る
と

以
後
十
年
間
河
東
の
職
に
就
い
た
。
直
道
の
人
物
で
閑
言
が
無
く
、
慎
み
深
い
性
格
で
あ
っ
た
と
い
う
。
文
中
に
荊
南
監
軍
使
の

宦
官
や
宣
州
観
察
使
ら
と
衝
突
し
た
と
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
劉
勝
孫
が
法
を
遵
守
し
て
彼
ら
に
阿
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ

ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先
述
の
劉
賛
の
悪
評
に
も
、
或
い
は
同
様
の
経
緯
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
そ
も

そ
も
墓
誌
は
虚
美
の
言
を
多
用
す
る
も
の
だ
が
、
基
本
的
な
内
容
が
『
旧
唐
書
』
の
記
述
と
こ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
て
い
る
以
上
、

前
述
の
劉
賛
の
子
弟
が
家
学
を
十
分
に
修
め
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
、
全
て
事
実
と
は
限
ら
な
い
。
実
際
に
劉
知
幾
一
門
の

学
問
の
伝
統
は
四
代
目
の
劉
勝
孫
に
至
っ
て
な
お
保
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
劉
賛
も
後
世
の
史
家
が
酷
評
す
る
ほ
ど
の
悪
漢

で
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
三
名
の
宣
州
地
方
官
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
彼
ら
は
皆
天
宝
期
の
古
文
家
と
共
通
の
立
場
に
立
っ
て
お
り
、
韓
愈
が
彼
ら
の

推
挙
を
得
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
文
化
的
傾
向
に
合
致
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
韓
愈
は
宣
城
で
学
問
修
業
を
行
っ
た
三
、
四
年
の
期
間
に
、
孫
逖
か
ら
蕭
頴
士
、
李
華
、
更
に
は
独
孤
及

へ
と
連
な
る
古
文
派
の
影
響
を
直
接
或
い
は
間
接
的
に
受
け
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
当
時
、
江
南
は
極
め
て
独
自
性
の
強
い
文
化
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を
形
成
し
て
お
り
、
内
的
に
は
古
文
を
重
ん
じ
る
家
族
文
化
の
独
立
性
が
、
外
的
に
は
中
原
の
儒
者
地
方
官
の
復
古
指
向
が
作
用
し
て

い
た
。
こ
う
し
た
環
境
の
中
、
韓
愈
は
生
計
の
立
て
直
し
と
衣
冠
戸
の
身
分
維
持
と
い
う
一
族
の
期
待
を
背
負
い
学
問
に
励
ん
だ
。
そ

し
て
地
方
官
ら
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
独
学
で
自
ら
を
古
文
派
の
継
承
者
と
自
覚
し
、
文
風
を
改
革
す
る
使
命
感
を
募
ら
せ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
科
挙
試
験
の
修
業
期
間
は
、
競
争
心
理
も
相
ま
っ
て
生
涯
で
最
も
学
問
に
集
中
す
る
時
期
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

ま
た
自
己
の
文
学
や
思
想
の
基
礎
を
形
成
す
る
最
初
の
段
階
で
も
あ
る
。
山
東
世
族
を
中
心
と
す
る
士
大
夫
の
家
族
教
育
は
、
彼
ら
の

知
識
の
源
流
で
あ
り
、
家
族
組
織
が
緊
密
だ
っ
た
時
代
に
お
い
て
大
変
強
い
継
承
性
を
有
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
南
下
に
伴
い
、
中
原

の
儒
学
文
化
は
、
以
降
江
南
に
お
い
て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
安
史
の
乱
以
降
、
故
郷
を
離
れ
江
南
に
逃
れ
た

中
原
士
大
夫
の
多
く
は
、
代
々
受
け
継
い
だ
荘
園
の
収
入
を
手
放
し
た
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
世
襲
特
権
を
も
失
っ
た
。
そ
の
た
め
科

挙
に
よ
っ
て
生
き
残
る
し
か
手
立
て
が
な
く
、
学
問
の
目
的
と
生
活
の
手
段
が
密
接
に
結
び
付
い
た
の
で
あ
る
。
中
唐
に
お
い
て
古
文

運
動
が
勃
興
し
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
韓
愈
ら
江
南
の
移
民
が
こ
う
し
た
環
境
下
で
学
問
修
業
を
行
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
に
関
し
、
陳
寅
恪
は
「
雖
隋
唐
統
一
中
國
、
江
左
之
貴
族
漸
次
消
滅
、
然
河
北
之
地
、
其
地
方
豪
族
仍
保
持
舊
時
傳
統
、
在
政

治
上
固
須
讓
關
隴
胡
漢
混
合
集
團
列
居
首
位
、
但
在
社
會
上
依
然
是
一
不
可
輕
視
之
特
殊
勢
力
也
。
職
此
之
故
、
河
北
士
族
不
必
以
仕

宦
至
公
卿
、
始
得
稱
華
貴
、
即
郷
居
不
仕
、
仍
足
爲
社
會
之
高
等
人
物
。
蓋
此
等
家
族
乃
一
大
地
主
、
終
老
郷
居
亦
不
損
失
其
勢
力
、

自
不
必
與
人
競
爭
勝
負
於
京
邑
長
安
洛
陽
也
。
︙
︙
李
栖
筠
既
不
得
已
舎
棄
其
累
世
之
產
業
︙
︙
則
幷
其
家
前
此
之
社
會
地
位
亦
失
墜

之
矣
。
夫
李
氏
爲
豪
縱
之
強
宗
、
栖
筠
又
是
才
智
不
羣
之
人
、
自
不
能
屈
就
其
他
凡
庸
仕
進
之
途
徑
、
如
明
經
科
之
類
、
因
此
不
得
不

舉
進
士
科
」
と
、
河
北
士
族
の
江
南
移
住
に
よ
り
生
活
環
境
に
変
化
が
生
じ
た
と
指
摘
す
る
が（

（2
（

、
無
論
こ
れ
は
多
く
の
中
原
士
族
に
も

言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
居
住
地
の
変
化
と
寄
荘
戸
と
い
う
身
分
、
そ
し
て
独
自
の
地
方
文
化
、
こ
の
三
つ
が
重
な
り
合
っ
た
こ
と
こ
そ
、

韓
愈
の
古
文
観
念
の
形
成
、
ひ
い
て
は
中
晩
唐
に
お
け
る
文
学
背
景
の
重
要
な
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注

（
1
）  

本
文
中
に
引
用
す
る
韓
愈
作
品
は
、
全
て
『
韓
昌
黎
全
集
』（
世
界
書
局
、
一
九
三
五
年
）
に
拠
っ
た
。
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（
2
）  

同
作
品
中
「
宋
城
易
子
而
炊
骨
」
句
は
、
張
巡
が
睢
陽
城
を
死
守
し
た
こ
と
を
指
す
。
睢
陽
は
至
徳
二
年
十
月
に
陥
落
し
た
。

（
3
）  

「
金
陵
聴
韓
侍
御
吹
笛
」、「
送
韓
侍
御
之
広
徳
令
」
両
首
の
詩
題
に
見
え
る
「
韓
侍
御
」
は
、
李
白
「
武
昌
宰
韓
君
去
思
頌
碑
并
序
」
中

の
「
観
察
御
史
」
と
は
異
な
り
、
両
者
が
同
一
人
物
か
否
か
に
つ
い
て
は
な
お
議
論
の
余
地
が
あ
る
。

（
4
）  
岑
仲
勉
『
郎
官
石
柱
題
名
新
考
訂
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
に
「
大
曆
十
二
年
立
之
「
平
蠻
頌
」、
撰
人
稱
、
守
尚
書
禮

部
郎
中
上
柱
國
韓
雲
卿
、
同
年
立
之
「
鮮
于
氏
里
門
碑
」、
結
銜
亦
同
」
と
あ
る
。

（
5
）  

こ
れ
は
韓
愈
の
命
名
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。
韓
愈
「
考
功
員
外
盧
君
墓
銘
」
に
「
愈
之
宗
兄
、
故
起
居
舎
人
君
、
以
道
德
文
學
伏
一

世
。
其
友
四
人
、
其
一
范
陽
盧
君
東
美
。
少
未
出
仕
、
皆
在
江
淮
間
、
天
下
大
夫
士
、
謂
之
四
夔
」
と
あ
る
。

（
6
）  

劉
国
盈
『
韓
愈
叢
考
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
7
）  

「
示
爽
」
は
長
慶
三
年
（
823
）
の
作
で
あ
る
。
鄭
夫
人
は
建
中
二
年
（
781
）
に
一
族
を
率
い
て
南
下
し
た
。
銭
仲
聯
『
韓
昌
黎
詩
系
年
集

釈
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。

（
8
）  

『
通
典
』
巻
七
。
原
文
は
「
男
年
二
十
以
上
」
と
す
る
が
、
王
永
興
等
点
校
本
（
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
）
に
従
い
「
上
」
を
「
下
」

に
改
め
た
。

（
9
）  

『
唐
令
拾
遺
』
賦
役
令
に
「（
開
元
七
、
二
十
五
年
）
諸
任
官
應
免
課
役
者
、
皆
待
蠲
符
至
、
然
後
注
免
。
符
雖
未
至
、
驗
告
身
灼
然
實

者
、
亦
免
。
其
雜
任
被
解
應
附
者
、
皆
依
本
司
解
時
日
月
據
徵
」
と
あ
る
。

（
10
）  

張
沢
咸
「
唐
代
寄
荘
戸
」（『
文
史
』
第
五
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。

（
11
）  

陳
鴻
墀
『
全
唐
文
紀
事
』
巻
39
引
「
韓
子
年
譜
」
所
録
の
王
銍
「
韓
会
伝
」。

（
12
）  

査
屛
球
『
唐
学
与
唐
詩
―
中
晩
唐
詩
風
的
文
化
考
察
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。
ま
た
『
旧
唐
書
』
武
宗
本
紀
に
、
李

徳
裕
の
祖
父
李
棲
筠
に
つ
い
て
「
天
寶
末
以
仕
進
無
他
伎
、
勉
強
隨
計
、
一
擧
登
第
。
自
後
不
於
私
家
置
『
文
選
』、
蓋
惡
其
祖
尚
浮
華
、

不
根
藝
實
」
と
あ
る
。

（
13
）  

関
連
文
献
と
し
て
、『
唐
代
墓
誌
匯
編
』
所
収
「
孫
子
沢
墓
誌
」（
№
咸
通
089
）
に
「
曾
伯
祖
文
公
諱
逖
、
皇
秋
官
侍
郎
、
有
大
名
於
時
、

故
派
系
官
族
、
文
儒
德
業
、
連
環
如
粲
星
、
有
門
徒
生
魯
國
公
眞
卿
己
錄
存
焉
、
故
不
書
。
文
公
開
元
中
爲
考
功
郎
、
連
総
進
士
柄
、
非

業
履
可
尚
、
不
得
在
選
、
其
登
名
者
有
柳
芳
、
顏
眞
卿
、
李
華
、
蕭
頴
士
之
徒
、
時
号
得
人
」
と
、
ま
た
「
孫
簡
墓
誌
」（
№
咸
通
099
）
に
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「
曾
大
父
諱
逖
、
開
元
中
、
三
擢
甲
科
、
初
入
第
三
等
、
又
入
第
二
等
、
超
拜
左
拾
遺
、
大
名
鏗
發
、
炳
耀
當
代
、
雄
名
如
蕭
頴
士
、
顏
眞

卿
、
李
華
、
咸
出
座
下
。
累
遷
中
書
舎
人
、
刑
部
侍
郎
、
贈
尚
書
右
僕
射
、
謚
曰
文
公
」
と
あ
る
。

（
14
）  
『
全
唐
文
』
巻
518
。『
旧
唐
書
』
徳
宗
紀
に
「（
貞
元
四
年
七
月
）
乙
亥
、
以
蘇
州
刺
史
孫
晟
爲
桂
州
刺
史
、
桂
管
觀
察
使
」
と
あ
る
。
孫

会
は
こ
れ
以
前
に
常
州
で
任
官
し
て
お
り
、
貞
元
三
年
に
宣
州
か
ら
常
州
に
向
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）  

李
華
「
三
賢
論
」
は
、「
厚
於
蕭
（
頴
士
）
者
」
の
一
人
と
し
て
「
樂
安
孫
益
盈
孺
溫
良
忠
厚
」
と
評
す
る
。
孫
益
は
孫
逖
と
同
族
で
あ

る
。『
全
唐
文
』
巻
403
所
収
「
対
西
陸
朝
覿
判
」
に
「
西
陸
朝
覿
、
闕
彤
繹
之
供
。
御
史
劾
之
云
。
非
其
時
、
不
合
禮
。
凌
人
納
室
、
獻
羔

開
冰
、
取
時
寒
而
腹
堅
、
用
覿
朝
而
首
出
、
在
於
賓
祭
、
則
有
彞
倫
。
况
彤
繹
之
禮
既
施
、
水
土
之
品
必
設
、
盈
缶
或
存
乎
禺
若
、
藏
冰

更
闕
於
陳
焉
。
乙
忝
主
司
、
實
爲
失
守
、
無
恒
之
迹
、
且
類
於
南
人
。
有
常
之
儀
、
宜
在
於
西
陸
。
未
能
引
過
、
猶
謂
非
時
、
於
禮
何
觀
。

在
刑
不
妄
」
と
あ
り
、
併
せ
て
「
益
、
天
寶
時
擢
書
判
萃
科
」
と
小
伝
を
附
す
。
古
文
運
動
の
先
駆
的
存
在
で
あ
る
孫
逖
一
族
は
、
代
々

家
学
を
継
承
し
そ
の
学
術
伝
統
を
守
っ
た
。

（
16
）  

梁
粛
「
鄭
州
新
鄭
県
尉
安
定
皇
甫
君
墓
誌
銘
」
に
は
続
け
て
「
中
於
予
有
郷
黨
之
舊
、
泣
書
美
行
、
見
命
誌
之
」
と
あ
り
、
皇
甫
政
は

梁
粛
と
同
郷
で
、
叔
父
の
墓
誌
執
筆
を
依
頼
す
る
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
後
に
梁
粛
が
韓
愈
を
陸
贄
に
推
挙
し
た
の
も
、
こ
う
し

た
交
遊
関
係
が
背
景
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
17
）  

郁
賢
皓
撰
『
唐
刺
史
考
全
編
』（
二
二
二
七
頁
、
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。
元
稹
「
故
金
紫
光
禄
大
夫
検
校
司
徒
兼
太

子
少
傅
厳
公
行
状
」、「
有
唐
贈
太
子
少
保
崔
公
（
俊
）
墓
誌
銘
」（『
全
唐
文
』
巻
655
、
654
）
に
見
え
る
。

（
18
）  

『
太
平
御
覧
』
巻
415
引
「
歙
州
図
経
」
に
「
章
頊
、
歙
縣
合
陽
郷
人
也
、
妻
程
氏
與
二
女
入
山
採
藥
、
程
爲
暴
虎
銜
囓
去
、
二
女
冤
呌
、

挽
其
衣
裙
、
與
虎
爭
力
、
虎
乃
捨
之
、
程
由
是
獲
全
。
時
刺
史
劉
贊
嘉
之
、
給
湯
藥
、
蠲
戸
税
。
改
郷
爲
孝
女
」
と
あ
る
。

（
19
）  

但
し
韓
愈
は
「
原
道
」
中
「
民
不
出
粟
米
麻
絲
、
作
器
皿
、
通
貨
財
、
以
事
其
上
、
則
誅
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
物
議
を
醸
す
と
こ
ろ

で
あ
る
。
韓
愈
の
こ
う
し
た
思
想
は
、
或
い
は
当
時
宣
州
刺
史
で
あ
っ
た
劉
賛
の
施
政
方
針
の
影
響
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
20
）   

陳
寅
恪
「
論
李
栖
筠
自
趙
徙
衛
事
」（『
金
明
館
叢
稿
二
編
』
七
、
八
頁
、
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。


